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序 に か え て

情報 処 理 産業 に資 す るた め、 次 の 二 項 目につ いて ア ンケ ー ト調 査 を実施 し

ま した。

一 つ は情報 処 理 サ ー ビス業 の経 営 者 が 当 面す る経 営 上 の 諸問題 を ど う考え、

ど う対 処 しよ うと して い るか につ い て で あ ります。

また も う一 つ は 当 該業 種 の過 去5カ 年 の 期 間 にお け る状 況 の推 移 を知 るた

めに、 資本 金 、 売 上高 、 設備 、 要 員 等 に関 す る調 査 で あ ります。

本 調 査 を と りま とめ に協 力 いた だ い た委 員 お よび ア ドバ イザ ー(氏 名 は 次

頁)諸 氏 に感 謝 す ると と もに、 この報 告 書 が 基礎 資料 と して各 方 面 に利 用 さ

れ、 我 国情報 処 理 の発 展 に寄与 で き る よ う念 願 す る しだ い です。

財 団法人 日本情報処理 開発 センター

会 長 難 波 捷 吾





で

†
〕
ボ

委

〃

〃

情 報サー ビス業 調査委 員氏名

員 安 田

波多野

豊 田

一ザ㍉⇔ア

〃

〃

寿 明

明 夫

吉 顕

稲 葉 秀 雄i

吹 田 舜

藤 野 亮 二

東京電機大助教授

㈱ ジィス ク

慶応大学助手

(敬 称略)

日本 工業新 聞経営相談室長

日本情報 セ ンター協会理事

〃 監事

ン

享

ー

㌣

`

幹

〉

、



、

●

ζ

、

、

〆
、
・

尋

ノ.$

A〔 一

寸

i

ギ]
へcべ

三



6

・

寸

●

.

目 次

1.は じ め に

第1部

1.

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

2

3

情報処理 サー ビス業 の経営者の直面す る問題 分析

人事 労務管理 問題 〔質問1よ り〕

パ ンチ ャ ーの 充足 率 定 着率 に つ いて

オ ペ レ ー ター の充 足 率 定 着率 に つ いて

プ ログ ラマ ー の充 足 率 定着 率 に つ いて

シス テ ムエ ン ジニア の 充足 率 定 着 率 に つ いて

営 業 セー ルス マ ンの 充 足率 定 着 率 に つ いて

中間管理 者の確保 について

労務管理 について

コ ン ピュ ー タ要 員 の確 保 育成 に つい て

販 売戦略体制 への意識

外 的 環 境 へ の 評 価

3-1

3L2

3-3

3-4

自社 の営業体 制について

ダ ン ピング競 争 等 に つい て

資本 関 係 及 び メ ー カー のサ ー ビス 等 に つ いて

当初計 画 と現状

設備 資金 運 転 資 金 の 調達 に つ いて

計 算 セ ン ター の成長 性 と今 後 期 待 され る業務

タ イ ム シ ェ ア リン グ サー ビス、 情 報提 供 サ ー ビス、

シン ク タ ンク等 へ の進 出に つい て

5.政 府 政 策 と通 信 回線 問題 につ いて

5-1通 信 回 線 の 自由化 等 に つい て

4.未 来 戦略 に対 す る意 識 と態 度

4-1新 規 投 資 計 画 に つい て

4-2

4-3

4-4

1

3

4

5

7

9

2

5

7

8

0

3

6

6

7

9

2

3

3

6

9

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

45

48

49



5-2

第 皿部

経 年 変 化 につ い て

工

2

3

4

5

政府助成策 について

情報処理サ ー ビス業過去5ケ 年間 の財務 内容 の

年間総収 入の推移

資本金の推移

利益額 の推移

利益額別 にみた営業実態

受託業務 の種類 と内容 の推移

5-1

5-2

5-3

5-4

5-5

6.

6-1

6-2

6-3

6-4

6-5

7.要 員 の 状 況

7-1

7-2

7-3

8.レ ン タ ル 料

9.

受託計算

キ ーパ ンチ業 務

コ ン ピ ュ ー タ 時 間 貸 し

プ ロ グ ラムの 開発

その他業務

顧客 と受託業務 の関係

中央官庁

地方 自治体

民間企業

関連 会社

その他団体等

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と プ ロ グ ラ マ ー

キ ーパ ンチ要 員

要員合計

パ ン チマ シン 設置 台数

臼

∬
二

:

:

:

:

二

:

:

:

肘
三

"

●

、

奮

`

▲



'4t

●

w

－1一

1.は じ め に

この調査 の特 色 は、 電 子 計 算 セ ン タ ーが、 情 報 処理 サ ー ビス 産業 と して、

情 報産 業 とい う新 産 業 分野 のな か で 着実 に地 歩 を固 めつ つ あ る今 日、 そ の経

営 の責 に当 た る ト ップ経 営 者た ちが、 な に を、 どの よ うに考 え、 また どの よ

うな 問題 点 に 直 面 して い るか を知 る必要 も あ る。 そ こで 今 回 は、 新 た な 試み

と して、 評 定 尺度 法 に よ る経 営 者の 意 識 構造 の 分析 調 査 を 試 み る こ とに し

た。

また、 従 来 主 として当 該 年度 に於 け る各電子 計 算 セ ン ターの経 営 諸 資料 、

と くに決 算 諸 デ ー タの把 握 につ と めて きた の に対 し、 そ れ と併行 して計 算 セ

ンタ ー経 営諸 数字 の経 年 変 化 の 実態 掌握 に 重点 を置 い た もの で あ る。

調 査 は、 ア ン ケ ー ト法 に よ り、 昭和46年1月 に、 全 国 約300社 の電 子

計算 セ ンタ ーに質 問票 を発 送 し、2月 初 旬 、 郵 送 に よっ て回 答 を回収 した。

回収 され た質 問表 は、 総計136社 で あっ た が、 そ の地理 的 分 布 は、 別 表、

な らび に別 図 の ように なっ てお り、 や は り東京 が 第1位33・1%で 、 圧到 的

多数 と なっ て い る。

また、 報告 質 番1部 の 「電子 計 算 セ ン ター経 営者 の意識 分 析」 で は、 各設

問 に対 す る有 効 回答 数 は、 誤記 入 、 そ の他 の ミス ・デ ータ を厳 密 に取 り除 い

て もなお、100%の126が 圧到 的 に 多 く、 最 低 有 効回 答数 で さえ13'1

に とど ま る とい う、この種の調 査 と して は、 きわ めて まれ な好 成 績 をお さめ る

こ とが で きた。

北海道 東 北 関 東 東 京 東 海 大 阪 近 畿
北陸 ・

中国
四 国 九 州

%

5.1
%
73

%
11.8

%
11.0

%
33.1

%
6.6

%
8.1

%
7.4

%
9.6

%
3.7

別表 回答者地域別分布百分 比(総 有効回答数=136社)
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第1部 情 報処理 サービス業の経 営者の直面す る問題 の分析

電子 計算 セ ン タ ー経 営 者 が、 まっ た く新 しい タ イ プの 企業 種 別 と して、 わ

が 国 に電子 計算 セ ンタ ー とい う新 企業 をお こ し、 しか も、 そ れ を情報 処 理 サ

ー ビス産 業 とい う新 しい産 業 ジャ ンル の なか に定 着 させ つ つ あ る努 力 は
、 い

うま で も な く高 く評価 され て よい もの で あろ う。

しか しなが ら、 この 種、 電 子計 算 セ ン ターの トッ プ経 営 者像 につ いて は、

これ まで、 ほ とん ど知 られ る こ とが なか っ た。 この人 た ち が、 な に を理想 と

し、 なに を 目標 と し、 そ して なに に向 か っ て 努 力 して い るか。 また、 企業 の

創設 期 か ら今 日ま で、 ど の よ うな問題 点 に直 面 し、 どの よ うに解 決 しよ う と

して きた か な ど も、 ほ とん ど うず もれ た ま まで あ る。

本 調 査 のひ とつ のね らい は、 この 忘れ られ た分 野 にス ポ ッ トを あて、 いわ

ば電 子計 算 セ ン ター を 今 日ま で育 成 して きた実 質 的 な リー ダ ー ともい え る経

営者 像 を浮 き彫 りにす る とい うこ とに あ る。

調 査結 果 は、 な にぶ ん に も数 々の 制 約条 件 に よって、 大 方 の期待 に反 す る

面が あ るや も しれ ない が、 一応 の イ メー ジ像 は抽 出す る こ とに成 功 した とい

っ て よか ろ う。 これ らの結 果 が、 電 子 計 算 セ ン タ ー経 営者 相 互 の コ ミュ ニケ

ー シ ・ンの促 進 とな り
、 また わ が 国 の情報 処 理 サ ー ビス 産業 育 成 政 策 のた め

の一 参 考資 料 と もなれ ば、 望 外 の喜 び で あ る。

調査 方 法 は、 設問 群 を大 き く五 つ の グル ー プにわ け、 それ ぞ れ に各 設問 を

配 して、 設 問方 法 は意 識 像 に 関す る ものは、 前述 の とお り評定 尺 度 法 を採 用

し、 そ の他 の もの は、 一部 に 多種 選 択肢 法、 及び 択 一法 を併用 して あ る。

また分 析 法 に つ いて は、 各 設 問 項 目 ご とに百 分 比 を算 出 し、 別 表 形 式 で、

各 項 日 ごと の回答 比 率 を 出 して い るが、 評 定 尺 度 法 では、 さ らに イ メ ー ジ ・

パ タ ーン の把 握 を容 易 にす るた め
、 イ メ ー ジ ・パ タ ー ン ・ダ イヤ グ ラ ムを付

記 す るこ と に なっ た。

これ の読解 法 につ い て説 明す る と、 まず 評 定 尺度 法 が1～7段 階 の尺 度 に
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よって、4を 中立 点 と し(3、2、1)を(-1、-2、-3)の ア トリビ

ュ ー トを持 たせ、(5、6、7)に(+1、+2、+3)の 属性 尺度 と して

得点 を設定、 各設 問 内容 を設 計 した ので、 平 均 的 な意 見分 布 は、 正7角 型 と

なる。

この正7角 型 が左 下方 向 に傾 けば、 設 問 内容 に対 す る好 意 的態 度 が認 め ら

れ、 右 下 向 に傾 けば 否定 的態 度 とな る。 また両側 に偏 よっ て分 布 す れば、 相

い対 立 す る ゲル ー プ に分 極 して い るこ とに な る。 それ らのあ りさ ま を図示 す

れば、 下 図 の ように な る。

意識 平 均型
'
(正7角 型)

好 意 型 否 定 型 2グ ループ対 立 型

(分 極 型)

`

1.人 事 ・労 務 管理 問題 〔質 問1〕

電 子 計算 セ ン タ ー経 営者 に とっ て、 最 大 の問題 点 は、 質 問 票 のQ1グ ル

ープ に ま とめ られ た人 事
。 労務 管理 問題 で あっ た も よ うで あ る。 意外 だ っ

た こ とは、 経 営者 の最 大 の悩 み の タ ネ となっ て い るの は、 キ イ ・パ ンチ ャ

ー
、 プ ログ ラマ ー、 マ シン ・サ イ ド ・オ ペ レー ター の よ うな単純 労 働 力の

確 保 に あ る のでは な く、 営業 関係 セ ール ス マ ンで あっ た こ とで あ る。 次 い

で シス テ ムズ ・エ ン ジニ ア、 中間管 理者 な どが 続 き、 中間管 理 者 の不 足 に

は深 刻 な状 況 が あ る も よ うで あ る。

さ らに意外 なの は、 定着 率 に関 して も、 む しろ下級労 働 力 の方 に高 く、

営業 関係 セ ール ス マ ン、 中 間管 理者、 シス テムズ ・ア ナ リス トの順 に定着

率 の低 い ものが 続 くとい う意 識 を経 営者 が抱 い てい るこ とで あ る。

{

'
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1-1パ ンチャ ー の 充足 率 定 着 率 に つ い て

〔Q1-A〕 は、 最 も単 純 な労 働 力 で ある パ ンチ ャ ーの確保 の も よ

うを問 うた もの で あ る。 パ ンチ ャ ーの よ うな単純 労 働 は、 あ る意 味 で

は、 計算 セ ン ター運 営 の基 本的 な原 動 力 とも考 え られ、 そ の人 手 を充

分 に確保 して い るか ど うか は、 きわ め て重 要 な点 で あ る。

回答 の も よ うは、 分 布 パ タ ー ン図 に よっ て も明 らか な通 り、 「ほ ぼ

満 足 して い る」 と答 え た もの と、 「や や不足 して い る」 の カテ ゴ リー

に 属す る もの と に、 み ご とに 分極 して い る。 「非 常 に充足 して い る」

と 「募 集 して もま った く集 ま ら ない」 とい う両 極端 だ け で な く、 「ど

ち ら と もいえ ない」 とい う中立 的 回 答 が、 と もに少 数 で あ るこ とは、

別 の面 か ら見 れ ば、 パ ンチ ャー の よ うな単 純 労 働 力の確 保 ひ とつ に も、

かな り大 きな 問題 点 が 潜 ん で い る こ とを物 語 って い る。

〔Q1〕

計 算 セ ン タ ー経 営は、 あ る意 味 で は、 人 的 資 源 の確 保 に よっ て、

そ のす べ て が決 す るか と も思 われ ます。 そ こ で、 貴 社 で は、 以 下

の 職種 の人 材 の確 保 につ い て、 どの よ うな問題 点 が あ るか を、 充

足 率、 定 着 率 の両 面 か らお 答 え 下 さい。

1-Aパ ンチ ャーの充 足率 に つhて

6

ほ
ぼ
満
足
に
充
足
し
て
い
る

㎝3

7

非
常
に
充
足
し
て
い
る

"
百
分
比

5

や

や
充

足

し

て

い

る

4

ど
ち

ら
と

も

い

え

な

い

3

や

や

不

足

し

て

い

る

2

募
集

し
て
も
集
ら
な
い

1

募

集

し

て

も

ま

っ
た

く

集

ら

な

い

19.52.331.66.80.0

有 効 回答 数=133

〔Q1-A〕

7
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と りわ け、 第2項 の質 問 「募 集 して も集 らな い」 に、6.8%も の レ

ス ポ ンス が あ っ た こ とは、 全 般 的 に 充足 感 の あ るも の の総 計 が7、6、

5項 計 で59.4%あ るの に対 し、 きわ めて 注 目 され る数 字 で あ る。

結 論 と しては、 過 半 数 の経 営者 が、 パ ンチ ャー充 足 率 につ い て は、

一応、 まず まず 確保 して い る と答 え なが ら も、 実際 に 新規 採 用 とか、

補 充採 用 の場合 に直面 した と き、 要 求 され る労 働 力 の確 保 が、 か な り

むず か しくなっ て きて い るこ とを、 如 実 に示 して い る といえ よ う。 こ

う した傾 向 は、 次 の設 問 の定着 率 の問題 に対 す る回 答 で も、 微 妙 な ニ

ュ ア ンスが うか がえ る。

〔Q1-B〕 は、 前 聞 に続 い て、 パ ンチ ャーの定着 率 を問 うもの で

あ る。 〔Q1-A〕 では、 パ ンチ ャ ーの必要 人数 が 確 保 され てい るか

ど うか を問 うたのに対 し、〔Q1-B〕 では、 現 に保 有 して い るパ ンチ

ャー の定着 の度 合 い と、 そ の技量 に満 足 して い るか ど うか を問 うてみ

たわ け で あ る。

結 果 は、 分 布 パ ター ン 図に あ る とお り、 比 較 的、 問題 意識 を感 じて

い ない方 向 に傾 いて い る。 しか し、 第2項 の 「定着 率 が悪 い」 と第3

1-Bパ ン チ ャ ー の 定 着 率 に つ い て
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4
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い

3
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や
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;

L9・824・8-3…5・ ・

2

定
着
率
が
悪
い

1

定
着
率
が
非
常
に
悪
い

6.OO.O

有効 回 答数=133

〔Q1-B〕

7 1

亀

θ
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項 の 「やや定 着 率 が悪 い」 とす るネ ガ テ ィ ブな回 答 が、 計2LO%も

あ るこ とは注 目 に値 す る。

過半 数 の経 営者 が、 ことパ ンチ ャ ー管 理 に 関す る限 り、 か な りの 自

信 を 持 っ てい る よ うだ が、 それ で も なお、2割 前 後 の経 営者 層 が、 最

も基 本 的 な労働 力 で あ るパ ンチ ャー確保 に悩 み を抱 い て い る こ とがわ

か る。

6

'

し

1-2オ ペ レー ター充 足率 定 着率 に つい て

さ て 〔Q1-c〕 の マ シ ン ・ サ イ ドの オ ペ レ ー タ ー の 充 足 率 に つ い

てみ て み る と、 これ の回 答 分 布 パ タ ー ン図 は、 〔Q1-A〕 の パ ンチ

ャー充足 率 ほ ど では ない が、 や は り、 これ と同 じ よ うな傾 向 を見 せ て

い る。 つ ま り、 充足 率 に対 す る経 営 者 の満 足 度 は、 パ ンチ ャ ーのそれ

よ り も、 や や高 いが、 や はb、 若 干 の問題点 は あ る よ うで、 第1項 の

「志願 者 が ま っ た くない」 は、 さす が に回 答 ゼ ロでは あ っ た もの の、

第2項 「志 願者 が い な い」 と第3項 「や や不 足 してい る」 の ネ ガ テ ィ

ブ な回答 を寄 せ た経 営 者 は、 計19.4%に 達 して い る。

〔Q1-A〕 の場 合、 パ ンチ ャ一-ee保 へ の ネ ガテ ィブ な回 答 は、計'

38.4%も の高 率 に達 して い るが、 これ に対 し、 オペ レー タ ー の場 合

は、 上述 の よ うに19.4%で 、 や や 低下 して い る。 しか し、 そ のぶ ん

だけ、 中立 的意 見 が 増 え て い るわ けで、 実 際 問題 と して 中立 では あ る

が、 や や ネ ガ テ ィブ な見解 の 持 ち主 も多 い の では ない か と思 わ れ る
。

しか し、 全 般 的 に み て、 パ ン チ ャーや、 マ シン ・サ イ ドのオ ペ レ ー

ター な どの、 計算 セ ン タ ーでは 比較 的、 単 純 な職 種 につ い ては、 まず

まず の 充足 率 の よ うで あ る。 これ は、 主 と して、 待遇 、 及 び労 働 条 件

が 主 た る吸 引 力で あ る職種 だ け に、 そ の面 で の犠 牲 を払 え ば、 必 要人

員 の確 保 だけ は、 比較 的 にた や す く達成 で き る職 種 で あ るた め、 常 識

的 な 線 に落 ち着 い た ので は ないか と思 われ る。
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7
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題

は
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い

L7・ ・

1-Cマ シ ン ・サ イ ドの オ ペ レ ー タ の 充 足 率 に つ い て

〔Q1-C〕

6
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臼3

5

や

や
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4
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な
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3

や
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る

2
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い

1

志
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者

が
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っ
た

く

な

い

29.19.017.22.20.0

有 効回 答数=134

`

曾

これ らの似 た よ うな傾 向 は、 次 の設 問 で あ る定 着 率 につ い て も、 同

じ よ うな こ とが い え る よ うであ る。

〔Q1-D〕 は、 マ シ ン ・サ イ ド ・オ ペ レ ータの定着 率 に つ いて設

問 を試 み てみ た もの で あ る。 そ の定 着 の も ようは、 分 布 パ タ ーン図 で

明 らか な よ うに、 〔Q1-B〕 のパ ンチ ャ ーの定 着 率 よ りも、 は るか

に安定 した様 相 を示 して い る といえ よ う。

つ まb、 〔Q1-B〕 の 分布 パ タ ーン図 で も、 ネ ガテ ィ ブな方 向へ

の偏 りは少 な く、 全 般 的 に安 定 したパ タ ー ンでは あ っ たが、 マ シ ン ・

サ イ ド ・オ ペ レ ータ の場 合、 回答 パ ター ンは、 さ らに ポ ジテ ィ ブ な方

向 に鋭 く偏 ってお り、 大半 の経 営者 が、 マシ ン ・サ イ ド ・オ ペ レータ

ー の定 着 率 に関 して は
、 ほ とん ど不 安 感 を持 って い ない こ とが うか が

え る。

これ は、 〔Q1-B〕 で問 うた パ ン チ ャ ーの場 合 です ら、 結婚 退 職

は じめ、 そ の他 の労 務 管理 問題 な どで、 常識 的 に は定 着 率 の低 さが問

題 とな るはず の職 種 です ら、 実 際 の回 答 パ タ ー ンは、 か な り安定 して

いた結 果 か ら考え れ ば、'当然 の結 果 で あ るか も しれ ない。

■

4
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7

有
能
な
操
作

儲
保を
し充
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る

百
分6.0比
%

1-D

6

ほ
ぼ
満
足
に
確
保
し
て
い
る

414

5

や
や

確

保

し

て

い

る

マ シ ン ・ サ イ ドの オ ペ レ ー タ の 定 着 率 に つ い て

〔Q1-D〕
4

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

3

や

や
き

ら

わ

れ

て

い

る

2

定
着
率
が
悪
い

1

定
着
率
が
非
常
に
悪
い

24.812.89.85.30.0

有 効 回答 数=133

4

す なわ ち、 マ シ ン ・サ イ ド・オ ペ レー タの場 合、 パ ン チ ャ ーの女 性

職 種 で あ るの に対 し、 比較 的、 男 子 に よっ て 占 め られ る職 種 で あ るこ

とか ら、 定 着 率 は、 当 然 の こ となが ら高 率 に な る こ とが予 想 され るこ'

と。 また、 計 算 セ ン タ ー経 営 に当 っ て、 必要 と され るオ ペ レー ター人

員 は、 よほ ど の大 規 模 シス テ ムで ない限 り、 少 人数 です む こ とか ら、

実際 問題 と して、 必要 人 員 の確 保 に、 そ う大 きな問題 が生 じるこ とは、

まれ で あ る と もいえ よ う。

いいか え るな らば、 パ ン チ ャー、 オ ペ レー タ ーの 充足 率、 定 着 率 は、

も し統計 的 デ ー タ と して分析 す る な らば、 あ るいは 低 い数 字 と して と

られ られ るか も しれ な いが、 そ の 交代 ・代 替要 員 の確 保 と補 充は容 易

であ り、 経 営者 の意 識 に とっ ては、 労 務 管理 上 の重 要 問 題 とは なっ て

い な い こ と を、 如 実 に 示 して い る といえ よ う。

1-5プ ログ ラ マー の充 足率 定 着 率 に つ い て

〔Q1-E〕 は、 前2職 種 に続 い て、 プ ログ ラマー の 充足 率 にっ い

て問 うて み た。 これ も、 若 干 の差異 は あ るが、 パ ンチ ャ ー、 オ ペ レー

タ ー と、 ほ ぼ同 じ よ うな傾 向 を示 して い る。 回答 分 布 パ タ ーン図 をみ
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ると、 充足率 に 関 しては、 前 間、 前 々問 と同 じ く、 意 見 の分 極性 がみ

られ 、 そ のわか れ ぐあいは、 パ ンチ ャーほ どでは な いが、 オ ペ レー タ

ー よ り もネ ガテ ィブ の傾 向 の意 見 が強 い
。

つ ま り、 充足 率 に対 して、 あ る程度 以 上 の充足 感 を感 じて い るグル

ープが
、 総 計65.5%も あ るの に対 し、 ネ ガテ ィブ な見解 を示す もの

29.4%'で 、 ほ ぼ2対1の 比率 を見せ て い る。 しか し、 中立 的意 見 は、

わず か5.3%に しか過 ぎず、 結局、 相反 す る意 見 で、 全 体 の94.7%

ま で も占 めてお り、 結局 の と ころ、 中立 的、 も し くは無 関 心 な経 営者

は、 きわ めて少 数 で あ る とい うこ とが で きる。

これ らの傾向 を比較 して み る と、 プ ログ ラマ ーの充足 率 に対 す る経

7
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鵠
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1-Eプ ロ グ ラ マ ー の 充 足 率 に つhて
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5
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4
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30.131.65.324.1
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つ
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な

い

5.30.0

〔Q1-E〕

有効回答数=133

営者 の意 識 分 布 は、 まず第 一 に、 オ ペ レー ター のそれ とは、 やや似 た

よ うな傾 向 では あ るが、 若 干 の相違 がみ られ、 どち らか とい えば、 パ

ンチ ャ ー とプ ロ グ ラ マーに対 す るパ ター ンが、 よ り似 通 っ て い る。

しか し、 そ の要 因 につ い て 考え てみ る と、 両者 の 間 には、 明 らか に

差 異 が あ る とい っ て よか ろ う。 パ ンチ ャーの場 合、 退 職 そ の他 の新規

補 充 時 に感 じる確保 困難 性 が、 よ り強 く感 じ られ るで あろ うこ とに対

し、 プ ログ ラマ ーの場 合 は、 実際 に業 務要 求 が 発生 した時 点 で の陣容

`

亀

`
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不足 が、 よ り強 く感 じ られ る であ ろ うこ と に対 し、 プ ログ ラ マー の場

合 は、 実際 に業 務要 求 が発 生 した時 点 で の陣 容 不 足 が、 より強 い訴 求

力 を持 っ て い るせ い で あ る と もいえ よ う。

つ ま り、 パ ンチ ャ ー に対 す る充 足 率不 足 感 へ の原 因 が、 どち らか と

いえ ぱ、 日常 的、 恒 常 的性 格 を有 して い るの に反 し、 プ ログ ラマ ーの

そ れ は、 業 務 中心 の一 時 的 な要 素 が 強 い の では ないか と推 測 す る こ と

が で き る。

〔Q1-F〕 は、 同 じ く、 プ ロ グ ラマ ーの定 着 率 につ い て 問 うた も

の で あ る。 傾 向 と して は、 さ きに 問 うた パ ンチ ャー、 オ ペ レ ー ター と、

ほ ぼ 同 じ よ うな分 布 パ ター ン図 を 示 してお り、 定 着 率 に関 して は、 前

二 者 と同 じ く、 プ ログ ラマ ーで も、 あ ま り問 題 点 は ない も よ うで あ る。

回 答者 の うち 「ま った く問題 は ない」 とす るも のが15.8%も の高

率 を 占 め、 「ほぼ満 足 して い る」 と 「や や確保 して い る」 の それ ぞれ

を あわ せ、 定 着 率 に関 して は、 ま あ問題 点 を感 じ ない とす る経 営者 が 、

全 体 の8L2%も 占 めて い る。 これ に対 し、 なん らの意 味 で、 問題 点

あbと す る ものは、 「定 着率 が非 常 に悪 い」 とす る もの0.0%、 以 下

「定着 率が 悪 い」 「や や定 着 率 が悪 い」 の両者 を あわ せ て も、 わず か

に8.3%と い う低 率 に とど まっ て い る。

結 論 的 に い うな らば、 キ イ ・パ ンチ ャー、 マ シ ン'サ イ ド.オ ペ レ

ー タ ー
、 プ ログ ラマ ー の三 種 の職 種 につ い て、 共 通 的 な傾 向 は、 まず

第一 に、 充 足 率 につ いて は、 若 干 の問題 点 は あ る もの の、 それ が、 計

算 セ ン ター経 営 を極 度 に圧 迫 す る重 大 問題 とは なっ て い ない こ とは明

らか で あ る。

'も ち
ろん、 ある種 の問題 意識 は あ る よ うで あ るが、 そ れ は 計 算 セ ン

ター の存 続 そ の もの を危 う くす る よ うな要 因 で あ る とい うよ りも、 む

しろ業 務増 の際 の人 員手 当、 交 替 要 員 の確保 な ど とい う一 過 性 の問題

点 で あ り、 慢 性 的 な手 不 足 に悩 ん で い る よ うな よ うす は見 受 け られ な
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1-Fフ'ロ グ ラ マ ー の 定 着 率 に つ い て

〔Q1-F〕
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1

定
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が
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悪
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6

4.53、80.0

有 効 回答 数=133

λ

いo

む しろ、 注 目す べ きは、 定 着 率 の意 外 なほ どの高 さ で、 この3種 の

職 種 は、 内容 が、 割 り合 い単 純 労 働 に近 いだ け に、 少 くとも単 純 作業

員 の定 着 率 が高 い とい うこ とは、 現 実 の経 営面 で、 か な り着 実 な成 果

をあけ 得 て い る経 営者 が、 回 答者 の大半 を 占め て い た ので は ないか と

い う証 左 に も なろ う。

1-4シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア の 充 足 率 定 着 率 に つ い て

'〔Q1-G〕 は
、 シ ス テ ム ズ ・ エ ン ジ ニ ア 、 シ ス テ ム ズ ・ア ナ リス

トの 充 足 率 に つ い て 問 う た も の で あ る。 こ の 設 問 、 な ら び に 、 こ れ 以

後 の 営 業 セ ー ル ス マ ン、 中 間 管 理 者 な ど の 職 種 に 対 す る 回 答 パ タ ー ン

は 、 前 聞 ま で の キ イ ・ パ ン チ ャ ー 、 マ シ ン ・サ イ ド ・オ ペ レ ー タ ー 、

プ ロ グ ラ マ ー に 対 す る 設 問 の 回 答 パ タ ー ン と は 、 が ら り と 様 相 を 異 に

し て い る。 そ れ だ け に 、 計 算 セ ン タ ー の 労 務 問 題 は 、 シ ス テ ム ・ エ ン

ジ ニ ア、 シ ス テ ム ズ ・ア ナ リス ト、 中 間 管 理 者 、 営 業 セ ー ル ス マ ン な

ど の 、 や や 高 級 的 職 種 の 人 材 問 題 に、 す べ て が 集 約 さ れ て い る と い っ

`

イ
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て も 過 言 で は な い よ う だ 。

以 下 、 そ れ ら の 実 態 を 、 各 設 問 の 煩 を 追 っ て 分 析 し て み る と、 ま ず

〔Q1-G〕 の シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア 、 シ ス テ ム ズ ・ア ナ リス ト の

充 足 率 に つ い て み る と 、 回 答 分 布 パ タ ー ン 図 で も 明 ら か な よ う に 、 不

足 方 向 に 大 き な ウ エ イ トが か か っ て い る。
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7.626.525.8

有 効 回 答 数=132
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妨

〔Q1-G〕

4

2

'

》

もち ろん、 全 体 の傾 向 に反 して、 「熟練 者 を充分 に そ ろ え てい る」

とい う 自信満 々の経 営者 も、 あ るこ とは あ るが、 そ れ は全 体 のわ ず か

3.8%で あ るに しか 過 ぎ な い。 全 般 的 に、 充足感 のあ る経 営 者 は、 ポ

ジテ ィブ方 向 の回 答数 す べ て を加 算 して、 計34.9%に と どまっ て い

る。

中立 派 は、7.6%で 、 残 る56.8%が なん らか の意 味 で、 シス テ ム

ズ ・エ ン ジニ ア、 シス テ ムズ ・アナ リス トの人 材確 保 問題 では、 頭 を

悩 ま して い るこ とに なる。 つ ま り6割 近 い経 営者 が、 こ の種 の人 材 の

不 足 に問題 意識 を持 って い る とい うこ とに な るわ けで あ る。

〔Q1-H〕 は、 前間 の よ うな シス テ ム ズ'エ ン ジニ ア、 シス テ ム
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ズ ・ア ナ リス トの充足 率 問題 に 続 いて、 現 に勤務 す る もの の定 着 率 を

問 うた もの で あ るが、 集 計地 の数 字 に もあ る よ うに、 「非 常 に転職 が

激 しい」 とい う極 端 なネ ガテ ィブ意識 が、 わ ず か0.8%だ が存 在 す る

こ とは、 注 目に値 す る現 象 とい え よ う。 これ は、 い ま まで の設 問 では、

まっ た くなか っ た こ とで、 い か に、 経 営者 層 の意識 に 強 く響 いて い る

問題 で あ るかが、 うか がえ よ う。

回 答 内 容 の率 か らみ るな らば、「定着 率 は非 常 に よい」 「定着 率 は ほ.

ぼ 良好」 「定 着率 は や や 良好」 のポ ジテ ィブ な意識 が70.8%も の高

率 を 占めてお り、 「定着 率 は や や悪 い」 「転職 しがち」 「非 常 に転 職

が激 しい」 の3回 答 をあわ せ て も、11.6%と 、 全 体 の1割 強 を 占め

るに しか す ぎ ない。

しか し、 前述 の とお り、 ネ ガテ ィブ な回答 が、 こ の よ うな鋭 い パ タ

1-Hシ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア 、 シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ シ ス ト の

定 着 率 に つ い て 〔Q1-H〕

4

》

7

定
着
率
は
非
常
に
よ
い

6

定
着
率
は
ほ
ぼ
良
好

』63581
百
分
蹴

5

定
着
率
は
や
や
良
好

4

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

3

定
着
率
は
や
や
悪

2

転
職
し
が
ち

1

非
常
に
転
職
ば
激
し
い

15.417.74.66.20.8

有 効 回 答 数=130

`

`

一 ンで で きた こ とは
、 前3職 種 に は見 られ なか っ た現 象 で あ り、 経 営

者 層 に とって、 シス テ ムズ ・ア ナ リス ト、 システ ムズ ・エ ンジニ ア と

い う、 知 的付 加価 値 を高 め る労 働 力 の確保 が、 いか に大 問題 となっ て
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い るか を物 語 っ て い る といえ よ う。

1-5営 業 セ ール スマ ンの充 足率 定 着 率 に つ い て

〔Q1-1〕 の設 問 では、 い わば 知 的付 加価 値 の生 産 工場 と して の

計算 セ ンタ ーで の、 内部 戦 力 とも な る シス テ ム ズ ・ア ナ リス ト、 シス

テ ム ズ ・エ ン ジニア につ い て問 うた 前 間 に ひ き続 き、 外 部 戦 力 と も な

る営業 セ ール ス マ ン の充足 率 につ い て 問 うた もの で あ る。

回 答 分 布 パ タ ーン図 で も明 らか な よ うに、 営業 セ ール ス マ ンに対 す

る経 営 者層 の 充足意 識 は、 か な り低率 な方 向 に偏 っ て い る。 「腕 き き

が充 分 に い る」 とい う自信 型 は、 わず か2.3%に しか す ぎず、 「や や

満 足 して い る」 ま で を も加え て、 満 足 型 の経 営者 は、 計30.3%で 、

これ ま での設 問 の なか では、 か な り低 い数 字 に 低 迷 して い る。

これ に対 し、 「や や不 足 ぎみ」 か ら 「適任 者 が ま っ た くない」 ま で

の ネ ガテ ィブ型 は、3つ の回 答 をあ わせ て、 なん と53.8%と い う数

字 を示 してお り、 過 半数 を突 破 した こ とに な る。

7

腕
き
き
が
充
分
に
い
る

1-1営 業 関係 セ ール ス マ ン の充足 率

6

ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る

1932
募
姻

5

や

や
満

足

し

て
い

る

4

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

3

や
や
不
足
ぎ
み

2

な
か
な
か
適
任
者
が
い
な
い

18.915.926.525.0

有 効 回 答 数=132

1

適

任

者

が

ま

っ
た

く

な

い

2.3

〔Ql-1〕

4

1
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これ らの こ とか ら、 営業 セ ール ス マ ン とい う職 種 につ いて は、 慢 性

的 な人 材不 足 におか れ て い るこ とが うか が え る とい え よ う。 そ して、

計 算 セ ンタ ーの、 今 後 の盛 衰 は、 この営業 関 係 セ ールス マ ンの有 能 な

人 材 を、 いか に して 確保 す るか と い うこ とにか かっ て い る といっ て も

過 言 で は なか ろ う。

さて、 そ の営業 関 係 セ ールス マ ンの定 着 率 で あ るが、 これ は 〔Q1

-J〕 に よっ て も
、 明 らか な よ うに、 定 着 率 そ の もの には、 あ ま り問

題 点 は ない も よ うで あ る。 「定着 率 は非 常 に よい」 とす る ものが15.3

%も あ り、 「ほ ぼ良好 」 「やや 良好」 をあわ せ て、56.5%も あ る。

それ に対 して、 定着 率 に関 して 否定 的 な意 見 は、 「や や悪 い」 か ら

「まっ た く悪 い」 ま で の3回 答 を あわせ、14.5%で 、 分 極 化 はそ う

激 しくは ないが、 「どち ら ともいえ ない」 の 中立 派 に も、 や や否定 的

な要 因 も あ る ら しい こ とか ら考 え 合わせ れば、 定 着 率 に関 しては、 全

般 的 に は、 まず 良好 と しなが ら も、1割5分 程 度 の経 営者 が、 なにが

しか の不満 を持 っ て い る とい うこ とに なろ う。

7

定
着
率
は
非
常
に
ょ
い

1-J営 業 関係 セ ールス マ ンの定着 率 〔Q1-J〕

6

ほ
ぼ
良
好

4

ど
ち

ら

と

も

い

え

な

い

5

や

や
好

良

の92221092351募
姻

3

や
や
悪
い

2

な

か

な

か

い

つ

か

な

い

1

ま

っ
た

く

悪

い

8.45.30.8

有効回答数=131

▲

■

`

`
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1-6中 間管 理 者 の 確 保 に つい て

〔Q1-K〕 は、 中間 管理 者 の確 保 につ い て 問 うた もの で あ るが、

この設 問 に対 す る回答 パ タ ー ンは、 計 算 セ ンター にお け る人 事労 務 問

題 を、 最 も端 的 に 示 して い る回答 例 と も なっ た。 まず 「有 能 な人 材 を

充 分 に確保 して い る」 とす るポ ジテ ィ ブ な意 見 が4.4%あ っ た の に対

し、 それ とま っ た く対 照 的 な 「有 能 な人 材が 非 常 に確 保 しに くい」 と

す るもの5・9%で 、 非 常 にみ ご とに意 識 の分極 が あ っ た点 で あ る。

以 下、 そ れ に対 応 して、 「人 材 をほ ぼ確保 して い る」12.5%に 対

して 「不 足 して い る」 が16.9%と 、 これ もみ ご とに対 比 され、 「充

分 では ない が、 ま あ確 保 して い る」 が30.1%と なっ て い る のに対 し、

「やや不 充 分」 が19.9%で あ る。

数 の上 では、 確保 して い る例 の方 が、 わず か に優 勢 で あ るが、 全 体

的 には、 賛 否両方 向 に わか れ て い る とみ るべ き で あろ う。 つ ま る とこ

1-K中 間管 理 者 の確 保 につ い て 〔Q1-K〕

β

⑨

7

有
能
な
人
材
を
充
分
に
確
保

し
て
い
る

6

人
材
を
ほ
ぼ
確
保
し
て
い
る

5

充

分

で
は

な

い
が

、

ま

あ

確

保

し

て

い

る

10352144
百
分
姻

4

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

3

や
や
不
充
分

2

不

足

し

て

い

る

1

有
能
な
人
材
が
非
常
に
確
保

し
に
く
い

10319.916.95.9

有 効 回 答 数 二136 7 1

う、 中間管 理 者 に つ い て は、 一応 の入 質 をそ ろ え て い る計 算 セ ンタ ー

もあ る反 面、 それ とほ ぼ 同数 の計 算 セ ンタ ーで、 か な り深 刻 な悩 み を
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持 っ て い る こ と が う か が え よ う。

以 上 、 各 職 種 別 に み た 場 合 、 キ イ ・パ ン チ ャ ー 、 マ シ ン'サ イ ド'

オ ペ レ ー タ 、 プ ロ グ ラ マ ー な ど に は 、 あ ま り 問 題 点 は な く、 充 足 率 、

定 着 率 と も に 、 ほ とん ど の 経 営 者 が 、 可 も な く 不 可 も な い と い う 健 全

な 意 識 を 持 っ て い る こ と を 示 して い る と い え よ う.。

問 題 は 、 シ ス テ ム ズ ・ ア ナ リス ト、 シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア、 営 業

関 係 セ ー ル ス マ ン の 確 保 に あ り、 こ れ ら の マ ン パ ワ ー の 駆 使 に は 、 か

な り の 問 題 点 が 存 在 し て い る こ と を 示 し て お り、 さ ら に 、 職 種 内 容 が 、

高 級 に な れ ば な る ほ ど、 人 事 労 務 問 題 は 、 む ず か し く な っ て き て い る

よ う に 見 え る。

▲

1-7労 務 管理 につい て

さて、 人 材管理 の設 問群 の最 後 と して、 〔Q1-L〕 で、 企業 へ の

忠 誠 心、 出退 勤、 勤務 状況、 業 績 な どを含 め、 従業 員 全般 に対 して 日

常 的 に意 識 して い る問題 点 につ いて 問 うわ けだが、 そ の回 答結 果 は、

い ささか、 意外 な もの となっ た。

これ ま での設 問 群 で は、 それ ぞ れ に、 若 干 の問題 意 識 が 存 在 しなが

らも、 か な り、 自信 た っぷ り型 の 回答 が、 比率 的 に は高か った こ と も

事 実 で あ る。 しか しs〔Q1-L〕 では、 さま ざま な"建 て 前"と は

別 個 に、 思 わず"本 音"が 出 た ので あろ うか。 や や 弱気 と思 え る回答

が、 か な りの比率 を 占め るに 至っ た。

た とえ ば、 回答 群 の なか で、 最 高 の比 率 を 占めて い るのは、 「管理

しに くい ほ うで あ る」 の項 で、 実 に30.1%も の高 率 を占 めて い る。

ネ ガテ ィブ方 向 の3項 を合 わせ、 従業 員管 理 に、 やや 自信 を失 っ て い

る経 営者 は、 計40.4%に も達す る。 そ れ に対 し、まあまあ管 理 で き る

か ら、 自信 た っ ぷ り型 まで、 あわせ て、42.6%と 、 ほ ぼ 同数 が対 比

で きるグ ル ープ と して、 二 分 され る結 果 となって い る。

亀

`
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7

非
常
に
管
理
し
や
す
い

6

ほ
ぼ
管
理
し
や
す
い
と
思
う

1-L従 業 員 管理 の全 般 に つ い て、 ど の よ うな問題 点 をお 持

ち です か。 企業 へ の忠 誠心、 出退 勤、 勤 務状 況、 業 績 な

ど、 日ごろお 感 じの こ との全般 的 な感 想 をお 答 え 下 さ い。

5

ま
あ

管

理

し

や

す

い

と

思

う

4

ど
ち

ら

と

も

い

え

な

い

3

管

理

し

に

く

い

ほ
う

で
あ

る

10396131267173
百
分
比

2

管

理

し

に

く

い

1

ま

っ
た
く

管

理

し

に

く

い

9.60.7

有効 回 答数=136

〔Q1-L〕

4

従業 員 管理 に対 す る意 識 と して は、 こ の よ うに、 自信 満 々 の経 営者

と、 そ うで ない経 営者 が、 ほぼ4割 強 の比率 で半 分 に分 か れ る結 果 と

な っ たわ け だが、 これ は、 計算 セ ンタ ーが、 情報 産業 とい うこ とば ど

お り、 人 材 パ ワーに よっ て、 そ の経 営 実 力をい か に左 右 され て い るか

を示す、 具 体的 事 実 と して と るこ とが で き よ う。

つ ま り多 くの計 算 セ ン タ ーでは、 計 算 パ ワ ー を提供 す る こ とに よっ

て、 経 営的基 盤 を支 え て い るが、 そ の要 因は、 機 械装 置 だ け では な く、

そ の 円滑 な運 用 と、 発 展 を志 向 させ 得 るマ ン ・パ ワ ーに よっ て も、 重

要 な部 分 を 占めて い るこ とを如 実 に 示 して い るわ け で あ る。

と りわ け、 充足 率 に対 す る欲 求 で は、 まず 第 一 に営業 セ ール ス マ ン

の確 保 が 強 く訴 え られ てお り、 第 二 に 有能 な中間 管理 者、3番 目に シ

ス テ ムズ ・エ ン ジ ニア、 シス テ ムズ ・ア ナ リス トが あけ られ て い るこ

と を見 れば 、 この間 の事情 をあ ま さず物 語 っ て い る と もいえ よ う。

結 局 の とこ ろ、 計 算 セ ン ター とは、 情報 産業 の一 翼 を に な う業 種 で
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は あ るか も しれ ない が、 そ の経 営的 基 盤 と、 これ か らの発 展 を支 え る

要 因 は、 じつ は、 営業 セ ール ス マ ン、 中間管 理 者、 シス テ ムズ ・ア ナ

リス ト、 シス テ ムズ ・エ ン ジニア の有能 な人 材 を如 何 に確保 す るか に

あ るこ とを、 意 識 調査 結 果 で、 ま ざ ま ざ と浮 き彫 りに して い る。 そ の

意 味 で、 計算 セ ン タ ー とは、 ま さに人 間 産業、 人 材産業 で あ ると もい

え よ う。

4

1-8コ ン ピュ ー タ要 員の 確 保育 成 につ い て

〔Q1-M〕 か ら 〔Q1-0〕 までは、 これ ま で問題 意識 を と りあ

け て きた マ ンパ ワー問題 につ いて、 必要 な人 材 を ど の よ うに して供 給

して い るか、 そ の具 体的 手 段 につ い て問 うた もので あ る。 調 査 方 法 は、

重複 選 択肢 法 に よ り、 該 当す る項 目す べ て を任意 に抽 出回 答 して も ら

っ た結 果 を ま とめた もの で あ る。

〔Q1-M〕 は、 シス テ ムズ ・エ ン ジニア とプ ログ ラマ ーの確保 に

つ いて 問'うてみ た も ので あ るが、 そ の結果 は別表 の とお りで、 順 位別

に整 理 す る と、 下 表 の よ うに な る。

順 位

1

2

3

4

5

6

7

回 答 項 目

各種学校に 申 し入れ る

一般新聞に広告 を出す

知人縁故 にた よる

特に手は うたない

関係会社にたのむ

業 界雑誌に広告 を出す

他の計算 センターか ら引 き抜 く

百 分 比(㊤

31.9

27.8

19.8

9.3

6.9

3.2

1.2

同 じ よ うに 〔Q1-N〕 で は、 前 間 と同 一 の分 類 項 目に よっ て、 パ

ンチ ャー確 保 の手 段 につ い て問 うた もの で あ るが、 そ の結 果 を順 位別

に整理 す る と、 次表 の よ うに な る。

`

氏

`
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占

,

7

一
般
新
聞
に
広
告
を

す

372

百
分
比

1-Mシ ス ・テ ム エ ン ジ ニ ア
、 プ ロ グ ラ マ ー の 確 保 に ど ん な 手 段

を と っ て い ま す か 。 重 複 し て ご 回 答 下 さ っ て も 結 構 で す 。

〔Q1-M〕

6

業
界
雑
誌
に
広
告
を
出
す

.12345

他
の
計
算
セ
ン
タ
ー
か
ら

引
抜
く

知
人
縁
故
に
た
よ
る

関
係
会
社
に
た

の
む

貰

手
は
う
た
な
い

各
種
学
校
に
申
入
れ
る

3.231.99.36.919.8L2

有 効 回 答 数=248

(重 複 回 答)

■

●

順位

1

2

3

4

5

6

7

回 答 項 目

一般 新聞に広告 を出す

各種学校に申 し入れ る

知人縁 故に頼 る

特に手 は打 たない

関係会社 にたのむ

業界雑 誌 に広告 を出す

他 の計算 センターか ら引抜 く

百 分 比 ㈲

38.9

25.7

22.6

6.2

3.5

2.7

0。4

以 上、 ふたつ の表 を比較 して明 らか な こ とは、 パ ンチ ャ ー、 プ ・グ

ラマ ー で あっ て も、 と くに変 わ っ た求 人 手 段 を とって い るわ け では な

く、 ど ち らも上 位3手 段 で、8割 強 を 占 めて い るが、 これ らは、 通 常

の求人 手 段 とい っ て よか ろ う。

特異 な点 は、 「加入 縁 故 に頼 る」 求人 方 法 が、 ど ち ら も、 か な りの

ウェ イ トを占 め る点 で あ り、 計 算 セ ン タ ー も、 実質 的 に は、 中小 企業

的 体 質 か ら逃 れ得 な い こ と を示 して い る。 また、 「各 種学 校 に 申 し入

ξ蜘

蕊1・
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7

一
般
新
聞
に
広
告
を
出
す

⑨38

百
分
比

1-Nパ ンチ ャ ーの確保 に どん な手 段 を とっ てい ます か。 重複

回 答 して下 さっ て もか ま い ませ ん。 〔Ql -N〕

6

業
界
雑
誌
に
広

告
を
出
す

5

各
種
学
校
に
申

入
れ
る

4

特
に
手
は
う
た

な
い

3

関
係
会
社
に
た

の
む

2

知
人
縁
故
に
た

の
む

1

他

の
計

算

セ

ン
タ

ー

か

ら

引

抜

く

2.725.76.23.522.60.4

有効 回 答数=226

(重 複 回答)

れ る」 は、 単 に各 種学 校(例:電 子 計 算 機学 校)だ け で な く、 通常 の

高 校 ・大 学 に対 す る学 校求 人 も含 まれ てい る よ うで あ る。

注 目され るのは、 「他 の計 算 セ ン タ ーか ら引 き抜 く」 が、 皆無 では

なか っ た こ とで あ る。 さす が に、 パ ンチ・ヤーの 引 き抜 きは、0.4%と 、

ご く低 いが、 シス テ ムズ ・エ ン ジ ニア、 プ ログ ラ マー に な る と引 き抜

き に よ る確保 はL2%に もふ え て い る。

この よ うに して得 た コ ン ピュ ー タ要 員 に対 し、 再 教 育 の必要 が あ る

か ど うか。 も しあ るな らば、 そ の手 段 は どの よ うな ものか など につ い

て 問 うた ものが 〔Q1-0〕 で あ る。

注 目され るの は、 「そ の必 要 は ない」 っ ま り、 再教 育 の必要 を認 め

ない経 営者 が ゼ ロで あっ たば か りで な く 「充 分有能 で個人 まかせ 」 と

い う回答 も また皆 無 で あっ た こ とだ。

結 果 的 には、 経 営者 に とって、 従業 員 の能 力 に関 して は、 決 して こ

れ で よ しとは してお らず、 しか も、 そ の 自己啓 発能 力 に もま た全幅 の

信 頼 を置 い ては い な い こ とがわ か る。 従っ て、 再教 育 は、 す べ て企業

▲

'

瓜

`
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7

外
部
機
関
に
出
す

の 責任 にお いて、 最 も望 ま しい方 向 に進 め た い と の意 欲 が 感 じ られ、

「外部 機 関へ の教 育 依 頼」 が3L2%と 、 圧 倒 的 多数 を占 めて い る。

次 い で第2位 は 「自己学 習 をす す め る」 の28.8%、 第3位 「社 内

教 育 制度 の利用 」 が21.3%、 第4位 「OJTに よる」17.4%と 続

6

社
内
に
教
育
制
度
が
あ
る

1-Oコ ン ピュ ー タ要 員 め教 育 訓 練 につ いて ど うされ て い ます

か。 重 複 回答 して いた だ い て も結 構 です。

5

O

J

T

に

よ

る

』71312231
百
鋤

4

現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

3

自
己
学
習
を
進
め
る

2

十
分
有
能
で
個
人
ま
か
せ

1

そ
の
必
要
は
な
い
と
思
う

2.028.10.00.0

有 効回 答数=253

(重 複 回 答)

〔Q1-O〕

いて い る。 いず れ も、 要 員訓 練 につ いて は、 なん らか の 効果 あ る手 を

打 た なけれ ば な らない とい う、 経 営者 層 の、 あせ りに も似 た意 欲的 な行

動 を反 映 した もの とみ て さ.しつ かえ ない で あろ う。

2.販 売 戦略 体 制 へ の 意識 〔質 問2〕

〔Q2〕 の質 問 項 目では、 経 営 者 が、 計 算 セ ン タ ー経 営 に関 して、 ど の

よ うな販 売戦 略 性 を持っ て い るか につ い て問 うてみ た。 い ず れ も、 ソ フ ト

ウェア能 力 を主 眼 と し、 自社 の持つ ソ フ トウェ ア能 力 を背 景 と して、 どの

よ うな販 売 戦略 を展 開 しよ う と して い るか につ い て問 うてみ たわ け で あ る。

〔Q2-A〕 は顧客 対 象 を広げ るた め、 市場 の ニ ーズ に応 じて、 多様 な

ソフ トウェア を、 ど しど し開発す るな ど して、 営業 対 象 を拡 大 して い く と
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い う積極 策 につ いて 問 うてみ たが、 結 局 は パ タ ー ン分 布 図に も明 らか な と

お り、 この問 い に 関 して は、 きわ め て強 い積極 的意識 が あ らわ れ て い る こ

とが認 め られ る。

〔Q2〕

あ なた の計 算 セ ンタ ーでは、 か りに、 機械 設 備 を現 在 の まま と し、

人 員 な どの陣 容 も強 いて 強 化 しない と した ら、 顧客 開拓 の た め、 どの

よ うな販 売 戦略 をお 考え で し よ うか。 次 の二 つ の項 目につ い てお答 え

下 さい。

2-A新 しい プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジを開発 す るな ど して、 幅 広 い

業 種 を対 象 に顧 客 を 開拓 して い く。 〔Q2 -A〕

7

非
常
に
力
を
入
れ
る

6

力

を

入

れ

て

い
る

5

ま
あ

力

を

入

れ

て

い

る

4

ど

ち

ら

で
も

な

い

67732983B91
百
鋤

3

あ

ま

り
力

を

入
れ

て
い

な

い

2

力

を

入

れ

て

い
な

い

1

ま

っ
た

く

力

を

入
れ

て

い

な

い

9.20.80.e

有効回答数=131,、

っ ま り、 「非常 に 力 を入 れ て い る」 か ら 「ま あ力 を入 れ て い る」 の

3項 目の計 で82.4%も の高 率 を示 し、8割 以 上 の経 営者 が、 この よ

うな積 極 的 営業 拡 大意 識 を持 っ て い る とみ て支 障 なか ろ う。

ところが 〔Q2-B〕 につ いてみ てみ て も、 そ の回 答 パ タ ーン図 は、

〔Q2-A〕 と、 まっ た く同 じ よ うな傾 向 で ある。 た とえ ば、 上述 の

同 じ3項 目 を とって 総計 を見 てみ る と、84.4%と な り、〔Q2-A〕 、

〔Q2-B〕 とは、 反 応 パ タ ー ン と して は、 ほ とん ど差 が認 め られ な

ho

4

●

`

`
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本 来、 質 問 の意 味 は、 〔Q2-A〕 で、 多様 な ソフ トウ ェア 開発 に よる

市 場 拡 大 に っ いて 問 うた のに対 し、 〔Q2-B〕 では、 既 開発 の ソフ トウ

ェ ア の生 産 性 を高 め るた め、 専 門的 市 場 で、 とにか く顧 客 をふ や す とい う、

いわ ば 消極 的積 極 策 を問 うた もの で あ る。 論 理 的 に 考 え るな らば、 〔Q2

-A〕 と 〔Q2-B〕 の回答 パ タ ー ン図 は
、 全 く相反 す るベ ク トル を示 さ

なけれ ば な らないは ず で あ る。

7

非
常
に
力
を
入
れ
て
い
る

2-B対 象業 種 は限 られ て も よいか ら、 既 開発 の プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ

ー ジの効 率 を高 め るた め
、 とにか く顧 客 をふ や して い く。

〔Q2-B〕

6

力

を

入

れ

て
い

る

5

ま

あ

力

を

入

れ

て

い

る

4

ど

ち

ら

で
も

な

い

3

あ

ま

り

力

を

入

れ

て

い

な

い

5
り

40
り

94
ロ

823
コ347

ロ
21

百
分
比

2

力

を

入

れ

て
い

な

い

1

ま

っ
た
く
力
を
入
れ

て
い
な
い

L50.7

有 効回 答数=134

しか し、 結果 は、 両 設 問 の回 答 パ タ ーン 図 で も明 らか な よ うに、 まっ た

く同 じ よ うな傾向 を見 せ て い る。 これ の原 因 と して 考え られ る ものは、 お

お よそ、 次 の よ うなこ とで あ ろ う。

す なわ ち、 〔Q2-A〕 では、 「か くあ りた い」 と願 う、 経 営者 の潜 在

的 な願 望 が、 この よ うなパ ター ン、 つ ま り多様 な ソフ ト開発 に よる積 極 的

市場 開拓 とい う意 識 と なって あ らわれ た の で あろ う。

とこ ろが、 それ を 実現す るには、 さ ま ざ ま な問題 点 が あ る。 す でに、 人

事管 理 に関す る設 問 群 で明 らか に され た よ うに、 マ ンパ ワrの 能 力は、 必

ず しも充 分 で は な い。 この よ うな制約 か ら、 実際 問題 と して は 〔Q2-B〕
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の よ うな消極 的 積極 策 も と らなけ れば な らな い。 二 兎 を追 わ なけ れば、 経

営が 成 り立 っ て いか な い の では な いか とい う、 経 営者 の不 安感 が に じみ 出

て い る回答 パ タ ー ンといっ て も よい の では なか ろ うか。

5.外 的 環 境 へ の評 価 〔質 問5〕

〔Q3〕 の設 問 群 では、 まず、 業 界 内部 で の販 売競争 につ い て、 い くつ

か の 設問 を試 み、 次 い で、 対 メ ー カー との関係 な ど、 業 界 を と りま く外部

環 境 に対 し、 経 営者 は何 を考え、 どの よ うな意識 を持 って い るか を問 うて

み た。

そ して、 最 後 に、 そ の よ うな環 境 の中 で、 まった く新 しい業 種 で あ る計

算 セ ンタ ー業 に進 出 してみ て、 経 営者 として、 はた して 当 初 の 目論 見 どお

り、 経 営 を 軌道 に乗 せ 得 るこ とが で きたか ど うか、 そ の成 功 ・不 成 功感 を

問 うてみ た わ け で あ る。

結果 は、 次 に説 明す る とお りだ が、 全般 的 にみ て、 環 境 の変化 に は、 さ

す が強 靱 な はず の経 営意 志 も、 若 干 の乱 れ や矛 盾 は避 け られ ない よ うであ

る。

■

■

5-1自 社 の 営業 体 制 に つい て

〔Q3-A〕 は、 激化 す る一方 の受 注競 争 のなか で、 ユ ーザ ー獲得

に、 自社 の能 力限 界 を感 じた こ とが あ るか ど うか とい う、 い さ さか残

酷 な質 問 で あ るが、 別表 な らび に 回答 分 布 パ ター ン図 に もあ るとお り、

きわ め て卒 直 な回答 が 寄せ られ て い る。

まず 能 力限 界 を感 じ ない方 の グル ープは、3項 目総 計 で25.2%、

これ に対 し、65.2%も の経 営者 が、 自社能 力の限 界 を、 受注 競争 の

なか で 味 わ っ てい る と回 答 して きて い る。

きわ めて 悲 哀 に満 ちた意識 結 果 では あ るが、 この65.2%と い う数

字 のなか に、 経 営者 の現 実 の苦悩 が に じみ 出 てい る といっ て も よか ろ

亀

`
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,

う。 ・

〔Q3〕

計 算 セ ン タ ー も大 都 市 周辺 では、 業 者 も多 く、 市 場 競争 も大 変

な よ うで す。 そ こで業 者 間競 争 で、 あ なた が お感 じに なっ て い る

こ とに っ い て、 二 、 三 のお 答 え をお 願 い しま す。

3-A受 注 競 争 で、 自社 の営業 規 模、 機 械 設 備 な どの能 力限 界

を感 じ られ た こ とが あ ります か。

〔Q3-A〕

6

た

び
た
び
感
じ
る

こ
と
が
あ

る

7

非

常

に

数

多

く

あ

る

12345

ま

っ
た
く
感
じ
た

こ
と
が
な

い

感

じ

な

い

ま
あ

感

じ
な

い

ど

う

と

も

い

え

な

い

と
き
ど
き
感
じ
る

こ
と
が
あ

る

514
6
39144

百
爾 9.610.49.65.2

有 効 回 答 数=135

T
1

●

`

5-2ダ ン ピン グ競 争 につ いて

〔Q3-B〕 は、 そ の結果 と して、 生 じ得 るか も知 れ ない ダ ン ピン

グ競 争 にっ い て問 うてみ た もの で あ る。 これ も残 酷 な設 問 で あ るが、

56.7%の 経 営者 が、 ダ ン ピ ング もあb得 る とい う、 卒 直 な回答 を寄

せ て きてい る。

これ に対 し、 「絶 対 に値 引 しない」 と答 え た もの は、 わ ず か に2.2

%、 ダ ン ピング 否定 型 は、 総 計 で21.6%と 、2割 程 度 に とど まっ て

い る。

ところ で、 そ の価格 競争 での ダ ン ピン グ防 止 策 だ が、 や は り価格 力
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な

、

安割りよ社他
へ

む
コ

て

か

B

く

す

一

た

ま

3

し

り

Q

注

あ

〔

受

が

を

と

事

こ

、

仕

る

7

今
後
と
も
絶
対
値
引
し
な
い

の

れ

そ

ら

6

今
後
場
合
に
ょ
り
値
引
す
る

、

け

・

も

受

5

今
ま
で
値
引

し
た
事
は
な
い

て

き

し

ーう

う

で

4

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど

金料

3

や
む
を
得
ず
値
引
す
る

B－3

2

時

に

は

値

引

す

る

-

値

引

す

る

こ
と

が

多

い

2

3.020.133.621.6 8.211.2 2.2

 

%

百
分
比

有 効 回答 数=134
1

7

ル テ ル の形 成 な ど を望 む 声は 圧 倒的 に 強 い。 〔Q3-C〕 は、 この問

題 につ いて 問 うた もの だ が、 業 界協 定料 金、 あ るいは 標 準料 金 制 な ど

3-C業 界 で標準 料 金 を設 定 したb、 価 格 カル テル を形成 す る

な ど した り して、 ダ ン ピン グ競争 は避 け た方 が よい と思 わ

れ ます か。 〔Q3 -C〕

1 2 34567

絶

対

に
自

由

競

争

で

"

や

る

べ

き

9

自
由

競

争

に
す

べ
き

肪1

ど

う

せ

で

き
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か

ら
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対

30

ど
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ら

で
も

な

い

59

ど

う

と

も
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え

な

い

む

ず

か
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い
と

思

う
が

賛

成

臼4

賛

成

社1

非

常

に
賛

成

"1

百
分
比

有 効 回答数=135,
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に よる価 格 カル テ ルほ ど強 くは な く とも、 あ る程 度 の適 正 料 金 ラ イ ン

程 度 の設 定 を望 ん で い る。

そ れ らの総 計 は、77%に も達 して い るが、 一 方 では、 「自由競争

で い くべ き」 とす る公 正競 争 派 が14.1%も あ るこ とも注 目され る。

この問題 では、 中立派 が5.9%と 、 きわ め て低 い こ とも特 色 で、 経 営

者 に とっ て、 非常 に関 心 が深 い問題 で あ る こ とを如 実 に示 してい る。

3-3資 本 関係 及び メ ー カー の サ ー ビス等 につ い て

〔Q3-D〕 で は、 計 算 セ ン タ ー と対 メ ー カ ー との資本 関係 にっ い

て問 うて み た。57%の 計 算 セ ン タ ーが、 単 な るL－ ザ ー と して存在

してk・b、 全 額 メ ー カ ー出 資 の子 会 社 は、1.5%に しか過 ぎ な い。

わ が 国の計 算 セ ンタ ー も、,初 期 の普 及啓 発 期 か ら くらべ て、 よ うや

く メー カ ー とは無 関係 の形 で、 ひ とっ の 新 しい産 業 分野 と して 自主 独

立 の道 を歩 み は じめ た とみ て よか ろ う。

1

全
額
出
資
の
子
会
社

51
百
飯

カーメターユ
ピンコと一夕ンセのたなあ

へ
がす.で礼失D「3

むかすまいてつなうど
へ

は係関
.

金貸のと[

晒

〕D

5

一3Q〔

765432

単
な
る

ユ
ー
ザ
ー

友
好
関
係

提
携
し
て
い
る

系
列
会
社

一
部
出
資
の
子
会
社

大
半
出
資
の
子
会
社

1.55.26.75.223.057.0

有効回答数=135
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〔Q3-E〕 は、 そ う した 自主 独 立路 線 の なか で、 対 メー カ ーに対

す るユ ーザ ー側 と して の意 識 を問 うた もの で あ る。 「い ま の と ころ不

満 は な い」 か ら 「非 常 に よ くやっ て くれ る」 まで の好意 的意 識 の総 計

は、28.8%。

それ に対 し、 メ ー カ ーへ の不満 を表 明 す るのは、50.4%と 、 ち よ

うど過 半数 に達 して い る。 これ を資本 関 係 の単 な るユ ー ザ ー と して位

置 づ け られ る計算 セ ン タ ー の比率 が57%を 占めて い る こ と と考 え合

わせ れ ば、 きわめ て興 味深 い 現象 で あ る とい うこ とが で き よ う。

また、 回 答 群 の なか に、 「まっ た く不 親 切 で あ る」 と極論 した もの

が、 わず か1.5%だ が、 現 に存 在 して い るこ とは、 メー カー側 に とっ

て、 考え させ られ るべ き ものが あ るはず ともいえ よ う。

7

非

常

に

よ

く

や

っ
て

く

れ

る

田
百
分
比

3-Eコ ン ビ ュ タ ・ メ ー カ ー の サ ー ビ ス は 、 あ な た の セ ン タ ニ

に 対 し て は 充 分 に お こ な わ れ て い る と感 じ られ ま す か 。

〔Q3-E〕

6

満
足
で
き
る
状
態

5

い

ま

の
と

こ
ろ

不

満

は

な

い

3

や

や

不
満

足

4

ど
ち

ら

と

も

い

え

な

い

2

不
満
が
あ
る

1

ま

っ
た

く

不

親

切

で

あ

る

5.922.220.726.722.21.5

有効回答数=135

〔Q3-F〕 は、 計 算 セ ン ター設 備能 力そ の もの にっ い て、 経 営者

側 が、 どの よ うな イ メ ー ジで と らえ て い るか につ いて調 査 した も ので

あ る。 まず、 回 答 パ タ ーン分 布 図 で も明 らか な よ うに、 中 庸的 な意 識 、

可 もな く不可 もな いが、 最 大 の グル ープ を占 めてお り、 つ い で新 式 設

`

A
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備 とす る も のが存 在 して い る。

「やや 新 しい」 か ら 「ふ つ う」、 「や や 旧式」 との 設 問 ま で に回答

した もの を第1の グル ー プ とす る と、 そ の総 計 は、60.4%を 占め る。

また、 第2の グル ー プの新式 派 は、 総 計35.1%で 、 「旧式」 で あ る

と断 言 して い る ものは、4.5%に しか す ぎ ない。 機 械 設備 に 関す る限

り、 不満 感 は ほ とん ど出 て い ない といえ よ う。

3-Fい まお使 い の機 械 の性 能 は?

6

ま

あ

新

し

い

7

最

新

式

12345

ま

っ
た

く

陳

腐

化

し

て

い

る

旧

式

や

や

旧

式

ふ

つ
う

や

や

新

し

い

oo"U1

43同額輌有

ω460靱1日1

百
分
比

〔Q3-F〕

〔Q3rG〕 は、 コン ピュ ータ ・メ ー カー以 外 の大 資 本 など との関

係 を問 うてみ た もの で あ るが、 これ も 「完 全独 立 資本 」 が53.3%を

占めv計 算 セ ンタ ー経 営 が、 完 全 に 自主独 立 企業 と して、 新 しい産 業

分野 と して定着 しは じめて い る こ とを示 して い る。

しか し、 大 企業 との関連 企業 が少 い とい うわ け では決 して な く、 こ

の カテ ゴ リーに属す る もの もま た、25.9%と 、 か な りの比率 を 占 め

て い る。 注 目され るのは、 い わ ゆ る資本 出 資 だ け で な く、 企業 集 団 の

一員 と して の計 算 セ ン ター の動 向 が
、 こ の ところ急 速 に 注 目を浴 び て

きて い るが、 今回 の調査 では、 この グル ー プは、4.4%と い う低率 に

とど まっ た。 今後 は、 こ の数 字 は、 さ らに伸 び る傾 向 に あ る とい え よ
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う 。

1

大
企
業

の
子
会
社
で
あ
る

3-Gコ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー 以 外 の 資 本 と ご 関 係 が あ り ま す

2

企
業
集

団
の

一
員
で
あ
る

か 。

3

大
企

業
の

一
部
出
資
が
あ
る

4

ど

ち

ら

で
も

な

い

9
コ

ー16514
　

495

百
分
比

5

団
体
出
資
で
あ
る

6

組
合
出
資
形
式
で
あ
る

7

完
全

に
独
立
資
本
で
あ
る

5.23.753.3

有 効 回答数=135

〔Q3-G〕

7

3-4当 初 計 画 と現状

さて、 以 上 の よ うな外 的環 境 の なか に あっ て、 計 算 セ ン タ ー経 営者

は、 何 を考え、 計 算 セ ンタ ー経 営 に対 して、 ど の よ うな イ メ ー ジを持

っ てい るで あ ろ うか。 〔Q3-H〕 は、 それ を問 うた もので、 計 算 セ

ンタ ーの経 営 を実際 に やっ てみ て、 当初 計 画 どお りの 目標 達成 感 が あ

るか ど うか につ い て設 問 を作成 してみ た。

そ の回 答 には、 きわ め て卒 直 な意 見 が 寄せ られ二 結 果 は 回 答 分布 パ

タ ー ン図 に明 らか な とお りであ る。 「ま った く幻 滅 した」 は、 さす が

に ゼ ロで、 「思 わ ない苦労 が 多 い と思 っ た」 「やっ てみ る とや は りむ

つ か しか っ た」 のふ たつ を合 わせ て42.6%と な り、 第1の グル ープ

を形 成 して い る。

中立 的 見解 は5.2%と 低 く、 「うま くい った」 とす る第2グ ル ープ

は、 総 計 で52.3%。 ほ ぼ、 グ ル ー プ勢 力比 は相半 ば し、 意 識 は、 み

ご とに分極 化 して い る。

`

▲

`
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6

計
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上

回

る
好

成

績

3-H計 算 セ ン ター を実際 に運 営 され てみ て、 当初 計 画 どお り

に 目標 を達 成 で きた と思 わ れ ます か。

〔Q3-H〕 、
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た
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思
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コ93

.

7
テ
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百
分
比

5.223.918.70.0

有効 回 答数=134

4.未 来 戦略 に 対 す る意 識 と態 度 〔質 問4〕

4-1新 規 投資 計 画に つ い て

〔Q4〕 の設問 群 では、 計 算 セ ン タ ーの未 来事 業 計 画に つ い て、 経 営者

の所信 を問 うてみ たわ け であ る。 これ につ いて は、 計 算 セ ン タ ー とい う、

つ い数 年 前 ま では、 海 の もの と も山 の もの ともわか らない 事業 に乗 り出 し

た積 極 果 敢 な経 営者 が 多 い だ けに、 〔Q4-A〕 で も明 らか な よ うに、 き

わ めて 未 来 志 向型 で あ る。

しか し、 そ の未 来 志 向性 が、 単 に絵 に描 い たモ チ で あって は な らな い し、

か な り実現 の可 能 性 のあ る も ので なけれ ば な らない。 そ こ で、 は た して、

そ の裏付 け とな る もの は あ る のか ど うか、 具体 的 な投 資 計 画 や、 そ の資 金

調 達 手段 に まで立 ち入 っ て設 問 を試 み た わ け で あ る。

また、 未 来 計 画 のあ り方 に つ いて も、 い ろ いろ議 論 が あろ う。 た とえ ば、

デ ー タ ・プ ロセ ッ シ ング専業 に徹 す るか。 あ るい は パ ン チ ・カ ー ド、 フォ

ーム 印刷用 紙 な ど の周辺 消耗 品 の販 売 に まで手 を伸 ば して 多角 経 営 化 して

い くか。 さ らには、 シス テ ム ・コンサ ル タン ト、 シ ンク ・タ ン ク など の総
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合情報 産業 に まで脱 皮 して い くか な ど、 い ろ いろ な道 が考え られ るわ けで

あ る。

そ こで、 この よ うな面 に対 して も、 な るべ く、 こ とこ まか に、 経営者 像

のパ タ ー ンわ けが で き る よ う、 設 問 群 を くふ うしてみ た。 結果 的 には、 未

来志 向は、 か な り強 い ものが認 め られ るが、 そ の意 図 す る事業 計 画 の方 向

は、 きわ め て現 実 的 で あ り、 か つ着 実 な もの で あ る とい うこ とが でき よ う。

〔Q4-A〕 は、 そ の よ うな観点 か ら、 まず第 一に、 近 い将 来、 なん ら

か の新規 投 資 計 画 が あ るか ど うか を問 うてみ た。 「まっ た く考 え た こ と も

ない」 「考え るほ どの こ とでは な い」 とす る ものは皆無 で あ り、 「いま の

とこ ろ考 え て い ない」 が10.3%、 「どち らで も ない」 が0.7%で 、 残 る

89%が 、 なん らか の意 味 で新 規 投 資計 画 を持 っ てい る こ とに な る。

しか も 「非 常 に 近 い将 来 に あ る」 が、35.3%、 「将 来 あ る」 が38.2

%も あ るこ とは、 きわ めて 強 い欲 求 を持 っ て い る とみ て 支障 が なか ろ う。

従 って、 これ らの分 布 パ ター ン図 も、 きわ めて 鋭 い形 で好意 的 パ ター ンを

〔Q4〕

あ なた の セ ンタ ーの未 来 につ いて、 お 考 え の ところ を うか がわせ て

下 さい。

4-A近 い将 来 にお け る新規 投 資計 画 をお 持ち です か。

〔Q4-A〕

7

非
常
に
近
い
将
来
に
あ
る

5

ま

あ
将

来

に

は

あ

る

だ

ろ

う

6

将

来

あ

る

451283335
百
鋤

4

ど

ち

ら

で
も

な

い

3

い
ま
の
と

こ
ろ
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え

て
い
な
い

2

考
え

る
ほ
ど

の
こ
と

で
は
な

い

1

ま
っ
た
く
考
え
た

こ
と
も
な
い

O.710.30.00.0

有効 回 答数=136
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描 い・て お り、 電 子 計 算 セ ン ター経 営 者 の未 来 指 向性 は、 極 度 に 強 い もの で

あ る と断 言 して よか ろ う。

〔Q4-B〕 は、 そ の よ うな新規 投 資計 画 を持 っ てい る場 合 、 主 として

ど の よ うな分野 に 重点 目標 を おい て い るか を問 うた もので あ る。 結 果 は、

別 表 な らび に類 別 分布 図 の とお りで あるが、 順 位 別 に並 べ な お した ものは、

下 表 の よ うにな る。

順 位

ー

ワ
一

9
0

4

5

パ0

投資計画対象

人 員 増

処理 システム全体

周辺 機器

中央処理装置`

土 地建屋

新規事業

百 分 比(%)

24.8

23.8

17.4

13.8

11.6

8.7

回 答 は、 多 重選択 肢 に よ って得 たが 、 上表 で も明 らか な よ うに、 経 営 者

に と って、 最 も関心 が あ るの は、 や は り、 なん とい っ て も、 人 員 増 に よる

4-Bも しお持 ちで した ら、 そ れ は主 と して どの よ うな 分野 を対 象

に され て い ます か。 重複 して回 答 を下 さ って も結 構 で す。^

〔Q4-B〕
1

土
地
建
屋

3

中
央
処
理
装
置

2

周
辺
機
器

4

処

理

シ

ス

テ

ム
全

体

5

人
員
増

842832831471611

吻

百
分
比

6

新
規
事
業

8.7

有効 回答数=311

(重 複 回 答)
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経 営規 模 拡 大 に あ る よ うで あ る。 次い で、 処 理 シス テ ム全体 へ の投 資 が第

2位 で23.8%と な って い るが、 第1位 と第2位 との 間に は、 そ う有 意 な

差 は認 め られない。

人 員増 と、 処 理 シス テムへ の 投資 が、 ほ ぼ半 数 近 い関心 を占 めて い る と

い う ことは、 計算 セ ン ターの一 面 の性格 を端 的 に物 語 って い る とい うこ と

もで き よ う。 つ ま り、 計算 セ ン タ ーの経 営 的 性格 と して、導 入 した 機械 設

備 の稼 動率 を、 いか に して高 め るか とい う、 一種 の装 置 産業 的 な性 格 が あ

あ る こ と も考 え得 る。

この場 合、 市場 に、 あ る程度 の 余裕 さ え あ るな らば、 企業 規 模 の拡 大 が、

即、 営業 収 入 の拡 大 に つなが るわ け で、 人 員増 ・処理 シス テ ム拡 大 の両 者

に 関心 が集 ま ってい るの も、 うな ず け る現 象 とい え よ う。

3・4・5位 の周辺 機 器 ・中 央処 理 装 置 ・土 地建 屋 へ の関心 も、 上述 の

理 由 と、 ほぼ 同 じ もの と考 え られ るが、 新規 事 業 へ の関 心 は、 や や低 目で

あ る。 実 際 行動 と して の未 来 計 画 の具体 化 に は、 や は り慎 重 な態度 で 臨ん

で い る証拠 で あ る と もい え よ う。

4-2設 備 資 金 運転 資 金 の 調達 に っ いて

〔Q4-c〕 で は・ 前 聞 の新 規投 資 計画 が・ も し具体 化 した場 合 な

どで、 そ の 資金 調 達 の難 易 度 に つい て 問 うてみ た わ けで あ る。 す で に

前 聞で も明 らかな よ うに、 未 来計 画 の 具体化 につ い ては、 かな り慎 重

な態度 が 読み とれ るだ け に、 この設 問 で は、 さ らに、 そ の傾 向 を裏 付

け る結 果 とな っ て い る よ うで あ る。

す な わ ち、 資金 調 達 面で の困難 性 につ い て は、 「や や 困難 」 か ら

「非 常 に困 難」 ま での三 つ の カテ ゴ リイで、 と もか く、 何 らか の面 で

資金 調達 に困 った こ とが あ る経 験 を持 つ もの の総 数 は44.7%、 そ れ

に対 し、 そ の よ うな経験 の な い もの、 あ るい は順 当 に資 金確 保 で きる

幸 運 な 経営 者 は40.2%と 、 ほ ぼ2分 され た傾 向を みせ て い る。

■

■
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■

困 難 を感 じた とす る経 営 者 の なか で も、 「非 常 に 困難 」 とす る もの

は、 わ ず か3%に とどま っ てい る こ とか ら も、 大半 の経 営 者 は、 新規

投 資計 画 を立 案 す るに も、 あ るいは 、 実施 す る に あた って も、 まず、

資 金 計 画 を十 二 分に手 当 て し、 そ の ワク内 で実 施 す るか、 ある いは、

ほ ん の少 し、 背 伸 び をす る程 度 に とど ま って い る とい え よ う。

4-C設 備 投 資資金 の 調達 に 困 られ た り、 あ るい は現 に困 られ

て い ま す か 。
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有効回答数=132

〔Q4-o〕

4

7 1

6

概 して、 計 算 セ ン ター経 営 で の 資金 面で は、 巨額 の費 用 を必要 とす

る設備 投 資 資金 の調達 に は、 さ した る担 保 力 もな い だけ に、 窮乏 度 が

高 い と見 られ て い るの が世 間 的 な 常識 とな ってい る。 しか し、 今 回 の

調査 で は、 一 面で は、 そ う断 言 で きない 部 分 もあ る こ とを示 して お り、

これ を 次の 設問 で あ る運 転資 金 の 調達 と比較 してみ る と、 きわ めて 興

味深 い もの が あ る。

〔Q4-D〕 は、 運 転資 金 が、 は た して潤 沢 に得 られ るか ど うか を

問 うてみ た。 これ も傾 向的 には、 二 つの グル ー プに わ か れ る分極化 を

み せ てい る。 まず、 資金 調達 に は、 い ささ か で も困 難 に直 面 した こ と

の あ るグ ルー プ は、39.5%も あ り、 そ の うち6・%の 人 が 「し よっ ち
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ゆ う困 って い る」 とい う慢 性 的な窮 乏 感 を訴 えて い る点 が注 目さ れ る。

次 いで、 比 較 的そ う した苦 労が な い グ ル ー プは、3つ の カテ ゴ リイ

を合 わ せ て47.8%に 達 して い る。 傾 向 と しては、 投 資計 画 資金 と、

ほ ぼ 同 じ よ うな パ ター ンを 見せ てい るが、 実 質的 な 窮乏 感 は、 運 転 資

金 の方 が よ り強 い よ うで ある。 従 って、 この あた りに も経 営 態度 の堅

実 性 と、 それ に 附随 した問 題 点 の存 在 を感 じさせ る こ とが あ る とい え

よ う。

4-D運 転 資金 の 調達 に お困 りの こ とは ご ざい ません か。

〔Q4-D〕
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有効回答数=134
7 1

〔Q4-E〕 は、 そ の運 転 資金 を ど こか ら調達 して い るか とい う問

題 で あ る。 別 表 な らびに 回答 類別 分布 図 を順 位順 に整 理 してみ る と下

表の よ うに な る。

順 位

1

2

3

4

5

目項答回

れ入り借

行

金

の

贅

費

ら

資

か

出

社

己

会

人

係

銀

白

関

増

価

百分比(%)

45.9

22.0

13.3

13.3

5.5

◆

♪
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上 表 で も明 らか な よ うに、 銀 行 か らの借 り入 れ が圧倒 的 に 多い が、

そ れで も個 人 出資 が5.5%も ある とい う点 は、 注 目に値 す る とい え よ

う。 小 規 模 の計 算 セン ター の場 合、 この よ うな現 象 もあ り得 る こ とか

も しれ な いが、 そ れ に して も小 規模 だ か らこそ、 個 人 資金 以 外 に 出資

源 がな い とい う こと もい え るか もしれ な い。

4-E運 転 資金 の 調達 先 は、 主 と して 次の いず れ か らで しよ う

か。 重複 して ご回答 下 さ って もか まい ません 。

321
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Ω
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分

比

4

増
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5

個
入
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資

13.35.5

有効 回答数=218

(重 複 回答)

〔Q4-E〕

4-5計 算 セ ン タ ーの 成長 性 と今後 期 待 され る業 務

さて、 こ うした現 実 の切 実 な問 題 が存 在 す るな か で、 経 営 者 自身 は、

計 算 セ ン ター経 営 を どの よ うに考 えて い る ので あ ろ うか。 〔Q4-F〕

は、 そ の イ メ ー ジに つい て 問 うた もので あ る。

まず、 成長 性 に つ いて、 まった く否定 的 な 意識 で あ る 「ほ とん ど絶

望 的」 と 「将 来性 は な い」 の回 答 は、 さす が に 両 者 と もに ゼ ロで あ る。

と ころが、 や や 否定 的 な 見解 の 「あ ま り将 来 性 が あ る とは思 えな い」

が9.6%も あ る。 と もあれ、1割 位 い経 営 者 が、 計 算 セ ン ター の将 来

に、 若干 の疑義 を抱 い て い る点 は、 注 目すべ き事 実 で あ る。

成長 性貢 定型 は、 さす が に 圧倒 的で あ る。86.7%も の経 営 者 が、
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なん らかの意 味 で 未 来 にバ ラ色 ムー ドを描 い て お り、 うち10.4%は 、

「非 常 に 成長 性 が あ る」 とす る超 強気 派 で あ る。 無 関心 派 が3.7%と

低 い の も、 業 界 全体 が未 来 指 向 ム ー ドに ある ひ とつ の証 明 といえ よ う。

4-F計 算 セ ン ター市場 の成長 性 を、 どの よ うに お考 えで す か。

〔Q4-F〕
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有効回答数=135

6

2

7

〔Q4-G〕 か らは、 そ のバ ラ色 ムー ドの未 来 に、 ど う対処 してい

くか とい う、 い わば 企業 姿勢 を問 うた もの で あるが、 これに も、 種 々

の イ メー ジが あ らわ れて い る。 す で に、 現在、 コンサル テー シ ョ ンな

ど多角経 営 をはか って い る計 算 セ ン ター39.7%は 除 外 して、 残 る

60・3%の セ ン ター につ い て の回 答 ぶ りを見 てみ よ う。

断 固、 計 算 セ ン ター経 営 、 つ ま リデ 一 夕 ・プ ロセ ッシ ング専業 に徹

す る とい う童貞 派経 営 者 は、 わず か5.9%に しか す ぎな い。 残 る54.4

%、 つ ま り、 大 半 の経 営 者 は、 現在 は と もか く、 将 来 はな ん らか の方

向 に脱 皮 成長 をは か りた い と考 えて い る よ うで あ る。

●

6
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4-G計 算 セ ン タ ーの将 来像 と して は、 デ ー タ ・ロセ ッシ ン グ

専 業 で進 むの と、 他 の業務 も兼 ね て い く道 とふ た つが 考 え

られ ますか。 あな た の セ ン ター で は、 次 のいず れで しよ う

か。 〔Q4-G〕
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有効回答数=136

■

そ れで は、 そ の総合 多 角 化 の 方 向 だ が、 〔Q4-H〕 で、 まず 周 辺

消耗 品 の市場 性 意識 に つ い て問 うてみ た。 これ は これ な りに、 現 在、

ある程度 の 市場 需要 が確 立 してい る分野 で あ るが、 意 外 な こ とに、 こ

の 分野 へ の進 出意欲 は、 そ う高 くはな い。

と くに 「有望 市場 」 とみ なす もの は ゼ ロで、 若 干 の関心 を寄 せ る経

営者 も21.3%と 、 そ う高 くは ない。 一方 、 絶 対に進 出 しない 断 固 拒

否型 の2.9%を 筆頭 に、 市場性 否定 型 は、37.4%も あ る。

消耗 品 市場 は、 あ る程 度 の 需要 は 予想 され る ものの、 す で に大手 各

社 のマーケット ・シ ェアが 確立 してい る現在 、 よほ どの こ とがな い限 り、

ビジ ネス としての うま味 が期待 で きな い な どの理 由で、 この よ うな回

答 パ ター ンに な った もの と思 わ れ る。
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4-Hコ ン ピュー タ機器 周辺 の 印刷用 紙 、 磁気 テ ー プな どの消

耗 品販 売 を兼 営 す る こ とに つ いて ど う思 わ れ ます か。

〔Q4-H〕
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有効回答数=136

7

〔Q4-1〕 で は、 ハ ー ドウェア機 器販 売 に どの程度 の関 心 が ある

か を問 うてみ た わけ で あ る。 まず 「非 常 に有 望 」3.0%、 「現在 す で

にや って い る」9.6%と 続 くが、 これ らは、 い ず れ も メー カー系 列、

あ るい は、 なん らか の深 い関 係 に あ る計 算 セ ン ター と見 て よか ろ う。

「関心 が ある」 とす る計 算 セ ン ターは、34.1%で 、3割 強 の経 営

者 が、 なん らか の意欲 を見せ て お り、 消耗 品 市場へ の興味 よ りはも や

や強 い よ うで ある。

そ れで も、 否 定 派 の経 営 者は3つ の カ テ ゴ リイ を合わ せ て31.8%

あ り、 ち よ うど、 積 極 派 グ ル ー プ、 否 定 派 グル ー プが相 い対 立 す る形

とな っ てい る。

◎

`

ふ
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4-1コ ン ピュー タ機 器そ の もの の販 売 につ い て は ど うで す か。

〔Q4-1〕
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有効 回 答数=135

θ

㊨

〔Q4-J〕 以 降 の設 問 群 は、 これ まで の もの と方 向 をか え、 プ ロ

グ ラム ・パ ッケ ー ジを主体 とす るソ フ トウェア市場 へ の 期待 性 を問 う

た もの で あ る。 そ の結果 は、 いず れ も、 非 常 に未 来指 向 性 が 高 く、 計

算 セ ン ター経 営者 の意識 が、 きわ めて知 的 高 レベ ル に あ る こ とを示 し

て い る。 一

まず 〔Q4-J〕 で は、 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジの販 売 につ いて 問

うた もので、 や や 否 定的 な態度 を とる もの は、 わず か9.6%に しかす

ぎな い。 す で に プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ市場 に、 と くに力 を入 れ て い

る もの5・2%、 現 在 す で に実 施 中 の もの15.6% 、 将 来 は手 がけ て み

た い ものは、 なん と57.8%に も達 す る。

これ らの パ ター ン を見 て も、 経 営 者 が、 プ ログ ラム ・パ ッケー ジ市

場 に、 い か に大 きな期 待 を抱 いてい るか が、 うか が え る こ とに な ろ う。
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4-Jプ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ の 販 売 に つ い て は ど う で し よ う
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〔Q4-J〕

?

●

7

〔Q4-K〕 は、 シス テ ム ・コ4.サ ル テ ー シ ョンにつ い て問 うた も

のだ が、 前 聞 で うか が えた未 来 指 向性 は、 よ り顕 著 にな って きて い る。

「絶対 に進 出 しな い」 の 否定 派 はゼ ロ。 消 極 派 は残 る全 部 あわ せて

3.7%に しかす ぎな い。

す でに 力 を入 れ てい る もの4.4%、 実施 中37.8%、 関心 は ある

48.9%で 、 なん と90.8%の 経 営 者 が、 シス テ ム ・コン サル テ ー シ

ョン市場 に魅 力 を感 じて い る こ とに な る。 また、 うち42.2%が 、 現

在 、 業 務 と して実 施 中 であ る とし、 す で に大 規模 な シス テ ム ・コ ンサ

ルテ ー シ ョン市場 が成 立 してい る こ と も物 語 って い る。

これは、 計 算 セ ンタ ー利用 者側 が、 どち らか とい えば、 処 理 結果 だ

け を発 注 す る とい うブ ラ ック ・ボ ックス 的 と りあ つか い を して い る こ

とに よる と思 わ れ、 受 注 競 争 の なか で の一種 のサ ー ビス 商品 と しての

性 格 もあ る よ うで あ る。
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4-Kい わ ゆ る シ ス テ ム ・ コ ン サ ル テ ー シ ョ ン に つ い て は い か

が で す か 。 〔Q4-K〕

つ

7

非
常
に
有
望
な
の
で

と
く
に
力
を
入
れ
て
い
る

姐
勾

百
分
坦

6

現

在

す

で

に

や

っ
て

い

る

37.8

5

ま
だ

や

っ
て
い

な

い

が

関

心

は

あ

る

984

4

と

く

に

関

心

は

な

い

5.2

123

今
後
と
も絶

対

に
進
出
し
な
い

い
ま
の
と
こ
ろ
手
が
け
る

つ
も
り
は
な
い

あ
ま
り
有
望

と
は
思
え
な
い
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有効回答数=135

4

◆

4-4タ イム ・シェ ア リン グ ・サ ービス 、 情報 提 供 サ ービス 、 シン クタ ン

ク等 へ の進 出 に つ いて

〔Q4-L〕 は、 近 い将 来 に実現 す る回 線 自由化 時 代 を ひか え、 い

わ ゆ る タイ ム'シ ェア リング ●サ ー ビスに つ い て、 経 営 者 と して の態

度 を問 うた もので あ る。

この問 題 の回 答 結果 に つ い ては、 未 来 指 向 性 は かな り高 いが 、 前2

問 に く らぺ れば、 やや 控 え 目で ある とい うこ とが で き よ う。 す な わ ち、

積 極 的 に進 出す る とい う意 志 を固 めて い る もの が10.4%、 需 要 あれ

ば進 出 して も とい うのが31.1%と 、 計41.5%が 関心 を強 く寄 せ て

い る の に対 し、34.8%の 経 営者 が 「も う少 し様子 を見 てか ら」 と、

やや 日和 見 的態度 を と って い る。 絶 対 的否 定 派は ゼ ロ%、 消極 派 は

11.9%だ が、 全般 的 に、 現 実 に 自企 業 の問 題 と して具 体化 して いな

い 分野 だ け に、 あ る種 の た め らいが 存 在 してい る よ うで ある。 逆 の 面

か らい えぱ、 そ れ だ け、 堅 実 な経 営 思想 に裏 打 ちさ れて い る と もい え
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よ う。

4-Lタ イ ム ・ シ ャ リ ン グ ・サ ー ビ ス に つ い て ど う思 わ れ ま す

か 。 〔Q4-L〕
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有 効 回 答数=135
T

3

2

〔Q4-M〕 は、 ハ ー ド的 な 色彩 の濃 い前 聞の タ イム ・シ ェア リン

グ ・サ ー ビス に続 き、 完 全 な処理 結 果 だ け の サ ー ビス。 さ らに は、 コ

ン ピ ュー タ処理 結 果 だ けで は な く、 総 合 的 な情 報処 理 サ ー ビス産 業 へ

の脱 皮姿 勢 を問 うた もので ある。

これ も、 前 聞 と同 じ く、 積 極 派 は、 積 極 的進 出の意 志決 定 を してい

る もの11.0%と 、 需 要 次第 で 進 出 をの33.1%、 あわ せ て44.1%

に対 し、 日和見派 が29.4%存 在 し、 同 じ よ うな傾 向 を見せ て い る。

ま た消 極派 も15.5%存 在 し、 や は り具 体 的 イ メ ー ジをつ か む の に、

経 営 者 として、若 干 のた め らい を感 じてい る よ うす が、 ち らほ らと出

て い る とい って よか ろ う。

●

■
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4-M情 報提 供 サ ー ビス業(た とえば デ ー タ ・バ ン ク)に つ い

て は ど う思 わ れ ます か。 〔Q4 -M〕
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有効回答数=136

■

〔Q4-N〕 は、 情 報 バ ン ク、 デ ー タ ・バ ンクな どの情 報 提 供 サ ー

ビス か らさ らに一 歩 踏み 出 して、 全 般 的 な 調査 企 画 機 能 ・コンサ ヲテ

ー シ ョン機能 まで を あわせ 持 つ シ ン クタ ン クに つい て問 うてみ た もの

で あ る。

これ も回答 結果 は、 前聞 と同 じ よ うな傾 向 に あ り、 積 極 派31.7%

に対 し、 日和 見派 が41.2%、 無 関 心 派12.5%、 消極 派14.7%と 、

四 つの グル ー プに 類別 す る ことがで きる。 傾 向的 に は、 わ りあい未 来

指 向的 で あ りな が ら、 や は り現実 の マ ー ケ ッ トと して眼 前 に 出 現 して

い ない と ころに、 ある種 の抵 抗 感 を持 って い る よ うで ある。

以 上 の 設問群 を総 合 してい え る こ とは、 計 算 セ ン ター経営 の 多角 化

方 向 と して、 全般 的 に、 経 営 者 層 は、 か な り積極 的 な未 来意 識 を持 っ

て い る とい うこ とがで きよ う。 それ も、 消耗 品、 ハ ー ドウェア とい う

よ うな従 来 存 在 して いた 流通 業 的 な 感 覚 で は な く、 知 的付 加 価 値 で勝

負 す る とい う、 きわ めて ハ イブ ローな未 来意 識に め ざ めて い る よ うで
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4-Nい わ ゆ る シン ク タン ク につ い て は いかが で しよ うか。

〔Q4-N〕
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有効 回 答 数 二136

あ る。

と りわ け、 プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ、 シス テ ム ・コ ンサル テ ー シ ョ

ンの販 売 市場 に対 して は、 きわ めて 積 極 的で あ り、 すで に指摘 した よ

うに、 この分野 の 商品価 値 が、 い ま の とこ ろ、 計算 セ ン ターの サ ー ビ

ス商 品 的性 格 が強 いだ け に、 今後 、 この分 野 の価格 体 系 を、 どの よ う

に成 立 さ せ て い くか が、 大 きな 課題 とな っ て残 る よ うで あ る。

5.政 府 政 策 と通信 回線 問 題 〔第5設 問群 〕

す でに 第2設 問群 な どで 問 うた企 業外 の環境 条 件 の問題 と な らん で・ い

ま ひ とつ重 要な 問 題 は、 業 界 全体 を と り ま く外 的 環境 の変 化 で あ る。 そ の

ひ とつ と して と り あげ られ る の は、 通信 回 線問 題 で あ り、 い ま ひ とつ は、

政 府 の 全般 的 な 行政 施 策 の 問題 で あ る。

こ こで は、 以 上 の観 点 か ら4つ の設 問 に よって、 そ れぞ れ 回 線 自 由化 の

問題 と政 府 施 策 に 対 す る経 営 者 の意識 パ ター ン を問 うてみ たわ け だが、 次

の 分析 結 果 に よって も明 らか な よ うに、 経 営 者 として は、 きわ めて健 全 な
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経 営 思想 に支 え られて い る こ とが わ か り、歴 史 の浅 い計 算 セ ン ター業 界 で、

経 営 者層 の モ ラルが 高 レベ ル に あ るの は、一 驚 の ほ か はな い。 だ か ら こそ 、

若 い産 業 で あ りな が ら も、 着 実 に発 展 して きた とい え るので はな か ろ うか。

Q

●

5-1通 信 回 線 の 自由 化等 につ いて

〔Q5-A〕 で は、 最 近、 着実 に マ ー ケ ッ トを拡 大 しつ つ あ る電 電

公 社 のデ ー タ通信 サー ビス に つ いて、 計 算 セ ン ター側 が、 どの よ うな

意 識 を持 っ てい るか に つい て問 うた もので あ る。.一部 で は、 電 電 公 社

に対 し、 この問題 に つ いて"民 業 圧 迫"の 声 もあ るが、・当事 者 で あ る

計 算 セ ン ター経営 者 は、 意 外な ぐ らい冷静 な 態 度 で 受 け とめて い る。

まず、 民 業 圧迫 と敵 対 祝 す る グル ー プが、 わ ず か5.2%に しか す ぎ

な い点 が注 目され る。 自社 の 営業 成績 に悪 影 響 あ りとす る もの も、2

〔Q5〕

最 後 に、 計 算 セ ン ター業 界 を め ぐる最 近 の外 的 環 境 の変化 に

つ いて、 あな たの ご意 見 を お聞 かぜ くだ さ い。

5-A電 電 公社 が は じめ た デ ー タ通 信 サ ー ビス を ど う思 わ れ
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有 効 回 答数=135

〔Q5-A〕
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項 目合わ せ て25.9%。 結 局 の と ころ反 デ ー タ通信 サ ー ビス派 は31.1

%と い うこ とにな る。

また、 テ リ トリー が違 う。 公 社 サ ー ビス も大 した こ とは ない とす る

自主独 立 派 が37.7%も 存 在 す る。 共存 共 栄 派 は31.1%で 、 結 局 の

と ころ、 デ ー タ通信 サー ビス に 対 して は、 見解 が3グ ル ー プ に きれ い

にわ か れ た こ とに な る。

〔Q5-B〕 で は、 そ れ では 回 線 自 由化 を ど うと らえ るか に つい て

問 うた もの だ・が、 さす が に反 対 派 は ゼ ロ。 不 必要 と認 め る ものが3%

とい う結 果 にな って い る。

開 放 促 進 派 は80.1%に も達 して お り、 うち23.7%が 、 す ぐに も

開放 せ よ とな って い る。 この あた り、TSSサ ー ビス に つ いて 問 うた

〔Q4-L〕 で は、 積極 的進 出派 が、 か な り優勢 で あ った こ とか らも・

開放 促 進 の意識 が強 いめ は、 うなず け る理 由 で ある。

た だ し 「時 期 を見 て開放 せ よ」 「ま あ早 く開放 せ よ」 の意 見が、 各

26.7%、30.4%と きわ めて 多い こ とに留 意す る必要 が あ ろ う。 こ

れ は、 さ し あた って の 自企 業 の ニーズ か らとい う もので は な く、 さ き

のTSS市 場 へ の姿勢 に も見 られ る よ うに、 未 来 市場 の 成長 性 を検 定

す るた め の環境 固 め に対 す る願望 が強 くあ らわ れた もの と解 すべ きで

あ ろ う。

亀
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5-B電 電 公社 の回 線 自 由化 に つい て、 ど うto考 えです か。

〔Q5-B〕
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有効 回 答数=135

5-2政 府 助 成 策 に つい て

〔Q5-c〕 で は、 業 界 に対 す る全 般 的 な政 府 の助 成策 に つい て 問

うた わ け だ が、 これ は、 常識 的 に は、 過 半 数 が助 成 策 を望 む方 に傾 く

はず で あ る。 回答 パ タ ー ン も、 事 実、 そ の通 りにな った。

問題 は、 そ の反 対 の方 向に あ り、 「な くて も よい 」 が3.7%、 「政

府規 制 が 強 ま るか ら反 対 」 が2.2%。 わず か で は あ るが、 自主独 立 派

が存 在 して い るこ とを示 して い る。
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1

痛
切
に
感

じ
る

5-C政 府 の助 成策 につ い て、 もっ と強化 した政 策 が あ れば と

齢感 じにな る こ とが あ ります か。

〔Q5-C〕
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有効 回 答数=134

〔Q5-D〕 で は、 ソ フ トウ ェア流通 市場 に つい て問 うたが、 これ

に は、 必 要 を感 じない とす る0.7%が あ った だ けで 、体 系 的 市場 の 成

立 を望 む 声 は、 じつに9-1.7%の 多 きに達す る。

〔Q5-c〕 とあわ せ、 そ れ まで の質 問 が、押 しなべ て 自信 満 々で

回 答 さ れ て きた のが、 最 後 の2問 に な って、 思 わず 他 力本 願 的 な本 音

を ち ら りとの ぞ かせ た と解 釈 で きな い こ と もない。 しか し、 そ れ を経

営者 の 偽 らざ る姿 と解す るの は、 やや 酷 にす ぎ るの で は あ る まいか。

設 問群 に あ らわ れ た経 営 者像 は、 む し ろ、 若 い産業 で あ る計算 セ ン

ター経 営 に適 進 ず るだけ あ って、 そ の もの の考 え方 は、 じつ に若 々 し

く、 しか も、 ことに あた って の具体 的方 策 の決 定 に は、 慎 重か つ思 慮

深 い パ タ ー ンに よって 占め られてい る とい うのが、 本 調査 の結 論 で あ

る。

、
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5-D ソ フ トウェ ア流 通 市場 が、 体 系 的 に あ った ほ うが よい と

◆

〔Q5-D〕
思 わ れ ます か。
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有 効 回 答数=134
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第ll部 情報処理サ ー ビス業過 去5ケ 年 間の経営内容経 年変化

にっいて

t.資 本 金 の 推移

今 回 の調 査 で は 、40年 ～45年 まで の 資本 金 の推移 を金 額別 内訳 と平

均 の経年 変化 に よ って とらえ た。45年 度 の 回答 セ ン ター数 は105社 で

あった が ・ この うち・0～300万 円 ク ラスの セ ンタrが10社 ・300

～500万 円 と回 答 した企 業 は3社 、500～1.000万 円が25社 、

1.OOO～2,500万 円 とこたえ た のが39社 で 、3,000万 円以 下 の企 業 が8

割 近 く も占め てお り、わ が 国 の計 算 セ ン ター層 は 弱 小 資本 金 の企 業 が圧 倒

的 に多 い こ とを如 実 に 現わ して い る。

ま た、資 本 金1億 円以 上 のセ ン ター層 をみ る と、44年 には 回 答 セ ン タ

ー数102社 中10社 で あ った が、45年 には105社 中14社 とい っ き

ょに4社 もふ え てい る。 そ の他 、資 本 金 の規 模経 年 内訳 け は第1表 の とお

りで あ る。

第1表 資本 金の規模別経年内訳 け

万 年 40 41 42 43 44 45

0～300 8 10 15 14 14 10

300～500 1 3 6 12 5 3

500～1,000 7 7 9 12 24 25

1,000～2,500 11 15 17 23 32 39

2,500～5,000 3 6 8 9 9 8

5,000～10,000 2 4 7 9 8 6
,

10,000～ 2 4 4 6 10 14

回 答 セ ン タ ー 数 34 49 66 85 102 105
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資 本 金 の平 均 経年 変 化 をみ る と第1図 、44年 度 の2,842万 か ら45年

に は3,738万 円 と1千 万 円 近 くも増 加 して い るが 、 これ は前 述 の1億 円以

上 の規 模 の セ ン ターが44年 か ら45年 にか け て4社 もふえ た こ とが 大 き

な要 因 と考 え られ る 。

第1図 資本 金の平均経年変化

資

本

金

3,000

;

1,000

40 41 42 43 44

3,738

45年

イ
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◆

2.年 間 総 収 入 の 推 移

年 間 総 収 入 の 金 額 別 内 訳 け を み る と 、 第2表 の 通 りで あ る が 、0～2,400

万 円 の ク ラ ス の セ ン タ ー が45年 に17社 、2,400～6,000万 円 が20社 、

6,000～12,000万 円 が27社 、12,000～24,000万 円 が19社 と 年 商3

億 円 未 満 の セ ン タ ー が45年 度 の 回 答 セ ン タ ー 数107社 の う ち7～8割

を 占 め て し(る 。 年 商12億 以 上 の セ ン タ ー は44年 、45年 と も5社 で あ

っ た 。

平 均 の 経 年 変 化 を み る と ・40年 ～45年 を 通 じ て 増 加 気 運 に あb、 今

後 も こ の 傾 向 は 続 く も の と 考 え ら れ る 。(第2図)

第2表 年間総収入 の ランク別経年内訳け

¶

万 年 40 41 42 43 44 45

0～2,400 15 24 24 24 29 17

2,400～6,000 6 4 16 26 16 20

6,000～12,000 3 11 5 10 29 27

12,000～24,000 2 1 8 5 8 19

24,000～60,000 5 5 7 11 13 12

60,000～120,000 1 3 4 5 5 7

120,000～ 0 0 0 3 5 5

回 答 セ ン タ ー 数 32 48 64 84 105 107



一58一

第2図 年 間総収 入の平 均経年 変化

↑2`POO

年

間
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収

入
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万

40 41 42 43 44

27S28

45年
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吟

5.利 益 額 の 推 移

利 益額 別 に企 業数 をみ る と第3表 の とk・りで ある。昭 和40年 に は ほ と

ん どの企 業 が240万 円以 下 で あった。 この時期 は店開 き したば かbで あ

り大 半 が赤字 経 営 を行 な っ て いた といえ る。 そ して昭和44年 に な っ て も

28社 の赤字 企 業 が あ り担 当 の割合 を しめ てい る。

しか し、昭和45年 に は赤 字 会 社 は11社 と減 少 した。 それ で も25社

は240万 以 下 しか 利 益 を あげ てい ない。 只44年 まで は12,000万 円以上

の利 益 を あげ てい る企 業 は な か っ たが45年 に は2社 出現 した。利 益 の平

均経 年 変 化 をみ る と、昭 和40年 、41年 では ほぼ 利益 は あが って いな か



■
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つたが 、昭 和44年 に は平 均 で 約1千 万 か らの利 益 を あげ 昭和45年 には

2千 万 か らの利 益 を あげ る よ うに な っ た。最 近 は 大手 の企 業 が や や軌 道 に

の った こ とに よる もの とみ られ る。

第3表 利益の ラン ク別経年変化

万 年 40 41 42 43 44 45

～0 12 15 19 28 28 11

0～240 8 14 15 15 17 24

240～600 3 5 8 9 10 7

600～1,200 0 3 5 6 10 13

1,200～2,400 2 1 1 3 10 10

2,400～6,000 1 3 4 5 5 9

6,000～12,000 0 0 3 3 7 2

12,000～ 0 0 0 0 0 2

回 答 セ ン タ ー 数 26 41 55 69 87 78

:::::

↑2・400

ゴ:::

1::::
iii:

iii
200

第3図 利益額の平均経年変化

8279

47
503

1.016

2,351

40 41 42 4 44 45年
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4.利 益 額 別 にみ た 営 業 実 態

次 に昭 和45年 を基 準 に して利 益 額別 に平 均 資本 金 、年 商 、要 員数 をみ

る と第4表 の とお りに な る。

第4表 45年 度の利益額に対 する各項 目平均

利 益 額(万 円) セ ン タ ー 数 資本金(万円) 年 商(万円) 要 員(人)

一 ～0 11 1,636 5,377 25

1～240 24 1,458 11,321 35

241～600 7 2,950 6,842 43

601～1,200 13 1,418 16,130 82

1201～2,400 10 3,100 25,351 61

2,401～6.000 9 2,662 73,970 272

6,001～12,000 2 16,000 69,750 264

12,001～ 2 50,800 160,000 406

これに よる と回答 セ ン タ・-78社 の うち 、0～240万 円の利益 を あけ

て いる企 業 が24社 と一番 多 い。 資本 金規 模 は15百 万程 で まず まず で あ

b35人 の 要員 で113百 万 の 売 上げ をあげ てお り当 業 界 の典 型 的 タ イプ

の セ ン ター といえ よ う。 とこ ろで利 益 規模 が2,400万 ～6,000万 の企 業 は10

社 ある。 これ らの企 業 に な る と資本 規 模 も31百 万 円平 均 と急 に 太 き りな

り、年 商 も73,970万 円 と大 巾に 増加 をみ る。 そ して要 員数 も40～50

人 とい うのが普 通 で ある 当業 界 に あっ てこ こで は平 均227名 を数え 大手

で ある とい え る。 これ らは経 営 内容 も安 定 してい る といえ る。

5.受 託 業 務 の 種類 と内 容の 推 移

計 算 セ ン ターの主 要 業 務 は い うまで もな く受 託 計 算 、 キー パ ンチ ・サ ー

ビス に あ るが 、昭 和40年 以 降 の経年 変 化 をみ てみ る と 、全 体 と して受託
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計 算 お よ び キ ー パ ン チ ・サ ー ビス の 比 率 減 少 が 現 わ れ て お り 、 一 方 で は 、

コ ン ピ ュ ー タ の 時 間 貸 し 、 要 員 の 派 遣 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ 業 務 な ど サ ー ビ

ス 業 務 の 多 様 化 が 目 立 っ て き て い る 。 そ れ で は こ こ で 個 々 の サ ー ビ ス 内 容

に つ い て み て み よ う 。

●

5-1受 託 計 算

受 託計 算 が 全 業 務 中80～100%を 占 めて いる と回答 した セ ン タ

ーは43年 が 回 答 数70社 中46社 、44年98社 中49社 、そ して

45年 に は105社 中47社 で 、そ の 割合 い は年 々10%程 度 の低 下

の傾 向 に ある。

平 均 をみ て も43年 度 の76%を ピー クに44年 度70%、45年

67%と 減 少傾 向 に あ り、今 後 もこの傾 向 が続 く もの と予想 され る。

(第5-1図)

な お 、第5-1表 に ある よ うに全 業 務 中 に 占め る受 託計 算 の割 合 い

が80%以 上 と答 え て いる セ ン タ ーの数 ぱ44年 か ら45年 に かけ て

若 干 なが ら減 少 しておb、 特 に サ ー ビス の割 合 いが60～80%の ク

ラス に ラ ン クされ る セ ン ター数 は44年 に入 って急 に ふえ 、 ま た20

～40%の 比 重 を 占め る と回 答 した企 業 数 も経 年 変 化 をみ るとふえてい

る。

これ は従来80～100%の 受 託 計算 サ ー ビス を行 な っ て い た セ ン

タ ーが 、業務 内 容 をふ や し、低 い%の エ リア に移行 した のが 主 な原 因

とな って いる と考 え られ る。

こ う した全 般 的 な傾 向 を最 も典型 的 に現 わ して い る会 社 が ある 。同

社 は昭 和40年 、41年 は受 託計 算 サ ー ビス が全 業 務 の100%を 占

め て い たが 、44年 に は48.4.%、45年 に は43.2%に ま で急 減 し

た 。

一 方 、42年 度 まで は皆 無 で あっ た プ ロ グ ラム開発 業 務 の43年 度
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第5-1図 受託計算業務め平 均経年変 化

受

託

計

算

(
%

)

第5-1表 受 託 計 算 業務 の ラン ク別 内訳 け 変化

年
% 40 41 42 43 44 45

0～20

20～40

40～60

60～80

80～100

3

1

4

0

17

6

2

4

1

23

3

7

4

5

32

4

9

5

6

46

5

13

11

20

49

7

13

16

19

47

回 答 セ ン タ ー 数 25 36 51 70 98 102

寸
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`

7.3%、44年 度30%、45年 度35%と 急 増 を示 し、他 の サ ー ビ

ス業 務拡 張 とも あい ま っ て受託 計 算 業 務 中心 の セ ン ターか らの脱皮 を

み せ てい る。

ま た 、 これ以 上 の変 化 をみ せ てい る所 もある。 この計 算 セ ン ターは

43年 の 時 点 で受 託計 算 の 占め る割 り合い が100%で あ ったが 、44

年 に受 託 計算 サ ー ビス50%、 コ ン ピュー タ時 間貸 しが50%と なb、

さ らに45年 に は受託 計算 業 務 が10%に 急 減 し、 プ ログ ラム開発 が

40%、 コン ピュー タ時 間貸 し20%、 各 種 コンサ ル テ ィン グ業 務30

%と わ ず か2年 間 で 大 き く多 様化 の方 向 に進 ん で い る。

この他 、受 託計算 中心 型 か ら、 ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス さ らに は 多

様 なEDPサ ー ビス企 業 へ と志向 してい る例 を数 多 くあげ る こ とが で

き る。,

◆

5-2キ ー パ ンチ 業 務 お よび コ ン ピュ ー タ時 間 貸 し

受 託計 算 と と もに キ ー パ ンチ ・サ ー ビス お よび コン ピュー タの時 間

貸 しサ ー ビス は計算 セ ン ターの主 力業 務 で あ る。

しか し・ この種 の サ ー ビス 業 務 はそ の経年 変 化 を追 ってみ る と全 体

的 に減 少 の傾 向 に あ る。

ま ず キ ーパ ンチ の全 業 務 に 占 め る割 合 い で あ るが 、第5-2図 に も

ある よ うに平 均 の経年 変 化 は40年 の55%を 頂点 に45年 の26%

ま で減 少 をつ づけ てい る 。

全体 的 に減 少傾 向 に あ るパ ンチ ・サ ー ビス をサ ー ビス割 合 いの ラ ン

ク別 にみ る と0～20%、20～40%を 占 め て いる セ ン ターが40

年 ～45年 まで を通 じて増 加 の傾 向 に ある。 これ に対 して60～80

%、80～100%を 占 め てい る セ ン タ ーは 、43年 ごろか ら多 少へ

って い る。(第5-2表)
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第5-2図 キ ー パ ン チ業 務 の平 均経 年 変 化

↑
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第5-2表 キ ー パ ンチ業務 の ラ ンク別 内訳 け

%年 40 41 42 43 44 45

0～20

20～40

40～60

60～80

80～100

5

0

3

2

6

8

1

3

3

7

12

4

5

2

8

20

4

3

6

6

33

10

3

9

5

35

19

3

7

4

回 答 セ ン ター数 16 22 31 39 60 68.

●
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5-5コ ン ピ ュ ー タ の 時 間 貸 し

コ ン ピ ュ ー タ 時 間 貸 し に つ い て み る と 、 全 業 務 の う ち0～20%と

い う の が 最 も 多 く 、 順 次 ふ え て い る 。20～40%・40～60%、

60～80%の 範 囲 は あ ま り大 き な 変 化 は み ら れ な い 。80～100

%を 占 め て い る と 回 答 し た セ ン タ ー は44年 に は1社 あ っ た が 、45

年 に は 皆 無 に な っ た 。

平 均 の 経 年 変 化 を み る と 、43年 の20%か ら44年 に は18%、

45年 に は16%と い く ぶ ん 下 降 ぎ み で あ る 。

●

第5-3表 コン ピュー タ時 間 貸 し業 務 の

割 り合 い別 内訳 け の変化

年
% 40 41 42 43 44 45

0～20 3 5 11 17 27 32

、

20～40 1 1 2 1 8 9

40～60 0 0 1 3 4 6

60～80 1 2 1 1 1 1

80～100 0 1 0 2 1 0

回 答 セ ン タ ー 数 5 9 15 24 41 48

b



一66一

第5-3図
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5-4プ ログラ ムの 開 発

セ ンター の業 務 内容 の うち、 プ ログ ラム開発 の 占め る割 合 いは依 然

と して低 し(が、40～45年 ま で の平 均 の経年 変 化 をみ る と毎年 増 加

傾 向 に あ る。(第5-4図)

しか し、第5-4表 にみ る とお り解 答 して きた セ ン ターは20社 た

らず で あb全 業 務 に しめ る割 合 をみ て もほ とん ど20%以 下 とな って

い る。

」
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第5-4図 プ ログ ラ ム開発 の平 均経 年 変 化
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第5-4表

404142434445年

プ ログ ラム開発 業 務 の ラ ン ク別 内 訳

%年 40 41 42 43 44 45

0～20

20～40

40～60

60～80

80～100

2

0

0

0

0

6

0

0

0

0

7

0

0

0

0

10

1

0

0

0

14

5

0

0

0

19

5

2

0

0

回 答 一セ ン タ ー 数 2 6 7 11 19 26

一67一
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5-5そ の他 の業 務

計 算 セ ンタ ーの 業務 には 、 前述 の4項 目の他 に各 種 コン サル テ ィン

グ業 務 、要 員 派遣 、要 員 の教 育 ・講 習会 の 開催 、備 品 ・消耗 品 の 販売

な どが ある。 これ らの業 務 割 合 いが 比較 的 多 い典型 的 な セ ン ター の4

社 を例 に とb、 これ ら4社 の業 務 内訳 け をみ る と第5-5-1表 の と

お りで ある。

第5-5-1表

会
社
名

年

サービス内容
40 41 42 43 44 45

受託計算 43 45 47 39 39 34

各 種 コンサル タン ト 、

要員派遣 ・39 34 31 38 38 42

A社
要員教育 ・講習会

備 品 ・消耗 品 販 売 15 17 18 19 18 15

その他 3 4 4 4 5 9

受託計算 13 20 24 17 21 20

プ ログ ラム開発 3 9 5 9 10

B社 キ ー パ ン チ 50 40 38 41 31 30

要員派遣 35 35 27 34 37 35

そ の他 2 2 2 2 2 5

受託計算 15 30

キ ー パ ン チ 60 30
C社

要員派遣 20 30

備 品 ・消 耗 品販 売 5 10

プ ログ ラム開発 1

キ ー パ ン チ 100 47

D社 要員派遣 50

要員教育 ・講習会 1

備 品'消 耗 品 販 売 1
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この よ うな サ ー ビス の業 務 の分 散 化 は地 方 の セ ン ター に集 中 して お

り、東 京 地 区 の セ ンタ ーは あま り分 散 化の 方 向 に 進ん で い な い もの と

考 え られ る。

ま た、44年 まで プ ログ ラ ム開 発 が 全業 務 の うち40～60%を 占

め てい た セ ン ターは1社 もなか っ たが45年 度 に2社 出 現 した の は注

目さ れ る。

この両社 の40～45年 まで の業 務 内訳 け の 変 化 をみ る と第5-5

-2表 の よ うに な る。

第5-5-2表 (単 位%)

会
社
名

年

サー ビス 名
40 41 42 43 44 45

受 託 計 算 10 15 27 22 24 34

プ ロ ダ ク シ ョ ン の み 1 3 2

E社 プ ログ ラムの 受 託 6 26 32 43

コ ン ピ ュ ー タ 時 間 貸 し 9 28 21 23 18

キ ー パ ン チ 90 76 39 30 18 3

受 託 計 算 100 50 10

プ ログ ラムの受託 40

F社
コ ン ピ ュ ー タ 時 間 貸 し 50 20

各 種 コ ン サ ル タ ン ト 30
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6.顧 客 と受託 業 務 の 関係

我 国 計算 セ ン ターの平 均顧 客 数 は年 々、増 加 してteり 、40年 で は1セ

ン ター当 り37社 で あっ たの に対 し、45年 には1社 当b平 均 が63社 に

ふ え て い る。(第6図)

↑
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マ

ー

数

(
社

)

第6図 カス トマ ー数 の平 均経年 変 化

63

'

404142434445年

次 に 第6表 を み て み よ う 。 こ れ に よ る と45年 で は30～50社 の 顧 客

を 持 っ て い る と報 告 し て い る セ ン タ ー が 一 番 多 く28社(回 答 セ ン タ ー

113社)あ る 。 次 い で10～20社 の 顧 客 を 有 し て い る と 回 答 し た の が

24セ ン タ ー あ る 。



一71一

顧客 数 が300～500社 と回答Uた セ ンター は45年 度調 査 で は2社 あ っ

た 。500社 以 上 の 顧 客 を 持 っ て い る と 回 答 し た セ ン タ ー も2社 あ っ た 。
∂

第6表 カス トマ ー数 の 内 訳 け

竃

年
社

40 41 42 43 44 45

0～10 12 15 14 15 17 6

10～20 4 11 22 21 25 24

20～30 3 4 8 15 18 19

30～50 9 10 8 16 17 28

50～70 1 2 8 5 12 7

70～100 1 1 2 5 7 14

100～200 1 2 1 4 8 8

200～300 1 0 1 1 2 3

300～500 1 2 1 1 0 2

500～ 0 0 1 1 2 2

回 答 セ ン タ ー 数 33 47 66 84 108 113

`

さて 、 これ ら顧 客 を業務 別 にみ る と、官 公 庁 関 係 、特に 中央 官 庁 のそ れ

が漸 増 してい る。 ま た 、 これ に地 方 自治体 の比 重 が 加 わ っ て我 国計 算 セ ン

ターの顧 客 層 に 占め る公 共 機関 の比重 は 依 然 と して大 きい もの と考 え られ

る。

今 回 の調 査 で は 、顧客 層 を中央 官 庁 、地 方 自 治体 、民 間企 業 、関 連企 業 、

そ の他 団体 等 の5分 類 に大 別 し・40年 か ら45年 ま での経 年 変 化 に よっ

て傾 向 を と らえ た。

6-1中 央 官 庁'

中央官 庁 を顧 客 と してい る 回答 セ ン タ ーは 、40年 の8社 か ら45

年 の35社 とふえ て いる が 、全 顧 客 か らみ る と非 常 に 少 な く、 しか も
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0～20%を 占 め て い る と 回 答 し た セ ン タ ー が45年 で35社 中27

社 と 圧 倒 的 に 多 い 。 中 央 官 庁 が60～80%を 占 め て い る セ ン タ ー は 、
、

44年 、45年 と も1社 だけ で 、同社 は42年 、43年 に は80%以

上 を中央 官 庁 か ら受 託 してい たが年 々民間企 業 の 占め る割 り合 い がふ

え てhる 。(第6-1表)

第6-1表 中央官 庁 を顧客 としてい る

セ ン ター数 の内訳 け

年
% 40 41 42 43 44 45

0～20

20～40

40～60

60～80

80～100

6

2

0

0

0

10

1

0

1

0

13

4

0

0

1

14

4

1

0

1

15

6

1

1

0

27

5

2

1

0

回 答 セ ン ター数 8 12 18 20 23 35

これ か ら考え る と、中央官 庁 は セ ンター側 か らみ て副 次的 な顧客 で

ある とお もわれ る。

平 均経 年 変化(第6-1図)を み て も40年 の12%か ら45年

13%ま で さほ ど大 きな変 化 は み られな い。
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第6-1図 中央 官 庁 を顧 客 と して い るセ ン ター の

平 均経 年 変 化
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6-2地 方 自 治 体

地 方 自治体 の平 均経 年 変 化(第6-2図)を み る と、40年 の12

%か ら45年 の31%ま で 順 次増 加 して い る。 回答 セン ター数 も平 均

と平 行 して13社(40年)か ら65社(45年)と 大 幅 に ふ え て い

るが 、 中央官 庁 と同 様 に0～20、20～40%の 範 囲が24社 、

22社 と圧 倒的 に 多 く地方 自 治体 もやは り計 算 セ ン ター の副 次 的 な顧

客 にほ か な らな い と考 え られ る。 しか し、80～100%を 占めてい る セ

ン ターが5社(45年)あ る が 、 いつ れ.も地 方 自治体 に特 別 の キ ャラ

ク ター を持 って い る セ ンタ ーだけ とas・もわ れ る。(第6-2表)
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第6-2表 地 方 自治 体 をカス トマ ー と してい る

セ ン ターの 内訳 け

年
%

40 41 42 43 44 45

0～20

20～40

40～60

60～80

80～100

11

1

0

1

0

13

4

2

0

1

19

7

1

2

2

20

9

3

4

4

26

15

4

6

7

24

22

4

10

5

回 答 セ ン タ ー 数 13 20 31 40 58

'

65

じ

'

第6-2図 地 方 自治体 を カス トマー と してい る

セ ン ター の平 均経 年変 化
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6一 ろ 民 間 企 業

民 間 企 業 を 顧 客 と し て い る セ ン タ ー は 、30社(40年)か ら105

社(45年)と 急 激 に ふ え て い る 。 し か も 、 回 答 セ ン タ ー 数(45年

105社)の6割 以 上 の66社 が60～80%、80～100%と 民 間 企

業 か ら の 仕 事 を 中 心 と し て い る 。(第6-3表)

平 均 の 経 年 変 化 を み る と 、43年 の68%を ピ ー ク に44年66%、

45年65%と い く ぶ ん 下 降 ぎ み で あ る が 、 以 然 と し て 、 わ が 国 の 計

算 セ ン タ ー の 大 半 が 民 間 企 業 か ら の 仕 事 で 成 り立 っ て い る こ と を 表 わ

し て い る 。(第6-3図)

第6-3図 民間 企 業 を顧 客 と してい る セ ン タ ーの

平 均経 年 変 化

民
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45年
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第6-3表 民間企 業 をユ ー ザ ー と してい る

セ ン タ ー数 の 内訳 け

甫

年
% 40 41 42 43 44 45

0～20

20～40

40～60

60～80

80～100

2

6

4

2

16

2

6

6

9

20

5

7

11

10

26

4

14

13

12

37

7

17

14

19

45

9

14

16

22

44

回 答 セ ン タ ー 数 30 43 59 80 102 105

ψ

〆

6-4関 連 企 業

関 連 企 業 を 顧 客 と し て い る セ ン タ ー は 、40年 の13社 か ら45年

の44社 と ふ え て い る 。 サ ー ビ ス の 割 合 い の 比 重 を み る と 、40年 に は

回 答 セ ン タ ー の 約 半 数 の7社 が60～80%、80～100%を 占 め て い

た が ・45年 に は 逆 に0～20%、20～40%の 低 い 割b合 し(を 占

め て い る と 回 答 し た セ ン タ ー が44社 中29社 も あ り半 数 以 上 を 占 め

て い る 。 ま た 、60～80%、80～100%と 回 答 し た セ ン タ ー は44

社 中11社 で40年 に 比 べ そ の 割b合 い は 減 っ て い る 。

45年 に80～100%を 占 め て い る と回 答 し た 企 業 は 、 ほ とん ど

が 親 会 社 か ら の ス ピ ン ア ウ ト ・ セ ン タ ー が 多 い こ と が う か が え る 。

(第6-4表) '
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第6-4表 関 連企 業 の カス トマ ー内訳 け

%年 40 41 42 43 44 45

0～20

20～40

40～60

60～80

80～100

1

3

2

4

3

3

3

6

1

3

5

6

6

1

3

9

6

7

3

4

14

12

5

5

6

18

11

4

5

6

回 答 セ ン ター数 13 16 21 29 42 44

一77一

平 均 の経 年 変 化 をみ る と(第6-4図)40年 の56%を ピー クに

45年 の36%ま で 順 次へ って い る傾 向 に ある。(第6-4図)

第6-4図
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6-5そ の他 団 体な ど

そ の他 団 体 な どを顧 客 と してい る と回 答 した セ ン ターは45年 に

36社 あ るが 、 そ の うち の30社 が0～20%の 割b合 い を占め て い

る と回 答 して あb、80～100%を 占め てい る と回答 した セ ン ターは1

社 もなか った。

第6-5そ の 他 団体 な ど を顧 客 と してい る

セ ンタ ー数 の内訳 け

年% 40 41 42 43 44 45

0～20 6 9 13 19 26 30
1

20～40 0 1 0 1 5 4

40～60 0 0 1 1 1 1

60～80 0 0 1 1 1 1

80～100 0 2 2 0 0 0

回 答 セ ン タ ー 数 6 12 17 22 33 36

平 均 の経 年 変 化 をみ る と、42年 の21%～45年 の10%ま で 多

少 さが り気 味 で あ る。

、

ノ



●

亀

一79一

第6-5図 そ の他 団体 を顧 客 と してい る セ ン ターの

平 均経 年変 化
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7.要 員 の状 況

今 回 の調査 で は 、現在 計 算 セ ンターが 雇用 して い る コ ン ピュー タ要 員 を、

マ ネ ー ジ メン ド、 シス テ ムズ ・エ ン ジ ニア 、 プ ログ ラマ ー ・オ ペ レー タ、

キー パ ンチ ャー 、そ の他 関 連 要 員 、一 般 事 務 員 に分 類 し、昭 和40年 ～

45年 まで の経 年 変 化 に よb要 員 の増加 状 況toよ び大 ま か な分 布状 況 を と

らえ た。

こ こで は 、 と くに シス テ ムエ ン ジニ ア とプ ログ ラマ ーの キー パ ン チ要 員 、

要員 の 合計 につ い ての平 均経 年 変 化 と職 種別 人 数 の経 年変 化 をみ る こ とに

す る。
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7-1シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と プ ロ グ ラ マ ー

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と プ ロ グ ラ マ ー の 雇 用 状 況 を み る と 、0～30

人 を 雇 っ て い る と 回 答 し た セ ン タ ー が40年 ～45年 ま で 通 じ て 圧 倒

的 に 多 く 、40年 に は11社 中10社 、45年 に は78社 中66社 が

こ の 範 囲 に 属 して い る 。50人 ～100人 を 採 用 し て い る セ ン タ ー は

44年 の3社 か ら45年 に は5社 に ふ え 、100～200人 の ラ ン ク も2

社 か ら3社 に 増 加 した 。200～300人 、300～500人 の 範 囲 は40年

か ら45年 を 通 じ て 皆 無 で あ る 。 し か し 、SEと プ ロ グ ラ マ ー を 合 わ

せ て500人 以 上 も 採 用 し て い る セ ン タ ー が45年 に2社 も 出 現 し た

こ と は 非 常 に 注 目 さ れ る こ と で あ る 。

、

'

第7-1表 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と プ ロ グ ラ マ ー 要 員 の

経 年 分 布 状 況

年% 40 41 42 43 44 45

0～30 10 21 31 51 62 66

30～50 0 1 2 1 2 2

50～100 1 1 1 2 3 5

100～200 0 0 0 0 2 3

200～300 0 0 0 0 0 0

300～500 0 0 0 0 0 0

500～ 0 0 0 0 0 2

回 答 セ ン タ ー 数 11 23 34 54 69 78
L

1

SE+プ ログ ラマー の平 均保 有 数 の経 年 変 化 をみ る と・44年 度の

1セ ン ター当 り13人 か ら45年 には34人 と急 激 に 増 加 した。 これ

は ・前述 の500人 以 上 の保 有 セ ン ターが45年 に2社 出 現 した こ と

に大 き く起 因 してい る と考え られ る。
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第7-1図 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と プ ロ グ ラ マ ー の

平 均 経 年 変 化

100

90

80

ー

S

E

と

プ

ロ
グ

ラ

マ

(
人

)

30

20

10

45年

`

●

7-2キ ー パ ンチ要 員

キー パ ン チ要 員 の保 有人 数別 分 布 状 況 をみ る と、SE+プ ログ ラマ

ー と同様 に0～30人 の ラ ン クに属 す る セ ン ターが 圧倒 的 に多 く、

40年 の16社(回 答 セ ン ター 数23社)か ら45年 の61社(同 セ

ン タ ー数101社)と な って お り、30～50人 の範 囲 が45年 に20

社 とこれ に続 い て い る。 そ の他 の ラン ク別 内訳 は第7-2表 の通bで

あ る。

キー パ ン チ要 員 の平 均経 年 変 化 をみ る と、40年 か ら44年 まで1

セ ン ター当b20人 台 で 大 きな変 化 はみ られ な いが 、45年 には38
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第7-2表 キ ーパ ンチ要 員 の ラ ンク別 内訳 け

%年 40 41 42 43 44 45

0～30 16 29 44 59 65 61

30～50 2 3 2 5 11 20

50～100 5 3 4 5 8 12

100～200 0 2 2 2 4 6・

200～300 0 0 0 0 0 0

300～500 0 0 0 0 0 1

500～ 0 0 0 0 0 1

回 答 セ ン タ ー 数 23 37 52 71 88 101

人 と大 幅 に ふえ てい る。 増 加 の原 因 と して考 え られ る こ とは ・300

～500人 、500人 以 上 の キ ーパ ンチ ャー をか かえ て い るセ ン ターが

44年 まで は そ れぞ れ 皆無 で あった の に対 し45年 には そ れぞ れ1社

づ っ 出 現 した こ とに よる。

第7-2図 キ ーパ ンチ要 員 の平 均 経年変 化

10

9

8

4

ー

キ
ー
パ

ン
チ
要
員

(
人

)

2

23

、

'

ら

'



一83 一

7-5要 員 の合 計

シス テ ムエ ン ジニ ア 、 プ ログ ラマ ー 、キ ーパ ンチ 要 員 をは じめ、 オ

ペ レー タ・そ の他 関 連要 員 、一 般 事 務 員 を含 め た要 員合 計 の保 有人 数

別 内訳 け は 次 の通 りで ある。

第7-3表 要員 合計の保有人数別内訳

」

人 年 40 41 42 43 44 45

0～30 13 25 32 45 49 40

30～50 5 7 14 21 19 26

50～100 3 5 5 6 16 22

100～200 6 6 8 11 12 11

200～300 0 1 0 0 4 6

300～500 0 0 1 1 1 4

500～ 0 0 0 0 0 4

回 答 セ ン タ ー 数 27 44 60 84 101 113

6

今

こ れ をみ る と 、45年 度 は0～30人 の 範 囲 の セ ン タ ー が 最 も多 く

回 答 セ ン タ ー 数113社 中40社 に お よ ん で い る 。 つ づ い て30～50

人 が26社 、50～100人 が22社 と な っ て い る 。 ま た 、300～500人

の 要 員 を か か え て い る セ ン タ ー が44年 の1社 か ら4社 に ふ え てX・ り 、

500人 以 上 の 企 業 が4社 出 現 し た こ と も注 目 さ れ る 。

平 均 の 経 年 変 化 を み る と 、43年 の46人 か ら44年 に は56人 と

増 加 し 、 さ ら に45年 に は99人 と 急 激 に ふ え て お り 、 今 後 も こ の 傾

向 は 続 く も の と予 想 さ れ る 。



一84一

第7-3図 要 員 合計 の平 均経 年 変 化
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8.レ ン タ ル 料

レ ン タ ル 料 の 年 間 支 払 金 額 別 内 訳 け の 経 年 変 化 を み る と ・40年 か ら

45年 を 通 じ て0～1,200万 円 の ク ラ ス の セ ン タ ー が 最 も 多 く 、40年 で は

29社 中19社 、45年 に は104社 中41社 も あ る 。 こ れ を み る とわ が

国 の 計 算 セ ン タ ー の 使 用 コ ン ピ ュ ー タ は 圧 倒 的 に 小 型 機 が 多 い こ と が うか

が え る 。 そ の 他 と く に 目 立 った 変 化 は 、2,400-・3,600万 円 の レ ン タ ル 料 を

支 払 っ て い る セ ン タ ー が44年 の11社(回 答 セ ン タ ー 数100社)か ら

'

45年 に は22社 に 倍 増 し 、3,600～6,000万 円 の ク ラス も5社 か ら11社

に ふ え て い る 。 ま た 、45年 に な っ て6億 円 以 上 の レ ン タ ル 料 を 支 払 っ て

ρ



}
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い る セ ン タ ー が1社 現 わ れ た こ と も 注 目 さ れ る 。

〆
ノ

、

'

第8表 レン タル料 の経 年 変 化 の 内訳 け

年
万 40 41 42 43 44 45

0～1200 19 29 36 45 53 41

1,200～2,400 2 4 6 13 14 11

2,400～3,600 0 2 2 6 11 22

3,600～6,000 2 1 4 5 5 11

6,000～12,000 4 4 4 4 9 9

12,000～60,000 2 3 4 6 8 9

60,000～ 0 0 0 0 0 1

回 答 セ ン タ ー 数 29 43 56 79 100 104

レ ン タ ル 料 の 平 均 経 年 変 化 を み る と 第8図 の よ う に な る が 、44年 ～

45年 に か け てLOOO万 円 以 上 も平 均 値 が 急 上 昇 し て お り、 こ れ は 前 述

の6億 円 以 上 の セ ン タ ー の 出 現 と2,400～3,600万 円 、3,600～6,000万 円

ク ラ ス の 中 型 機 を 採 用 す る セ ン タ ー が ふ え て い る こ と が 原 因 と 考 え ら れ る 。
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策8図 レ ン タル料 の平 均経 年 変 化

4041 42

4928

45年

9.パ ン チ マ シ ン 設 置 台 数

パ ン チ マ シ ン の 設 置 台 数 は40年 ～45年 ま で 順 次 増 加 し てk・ り ・45

年 で は 回 答 セ ン タ ー 数 が92社 で1社 当 り44台 設 置 し て い る こ とが わ か

っ た 。45年 で92社 中 、0～10台 が14社 ・10～20台 が21社 、

20～50台 設 置 し て い る セ ン タ ー は40社 も あ る 。 ま た 、50～100

台 設 置 し て い る セ ン タ ー は 、44年 に は4社 で あ っ た が45年 に は9社 と

ふ く れ あ が っ た 。100台 以 上 設 置 し て い る セ ン タ ー も44年 の6社 か ら

45年 に は8社 に ふ え た 。(第9表)

〉
～

r

'

■

.

'

ノ

ゾ



メ
ψ

㌧

、

,●

、

第9表 パ ンチ マ シン設 置台 数 の ラ ン ク別 内訳 け
晴

台 年
40 41 42 43 44 45

0～10

10～20

20～50

50～100

100～

6

8

8

4

0

9

10

12

4

0

7

22

16

6

1

11

25

20

5

3

19

17

36

4

6

14

21

40

9

8

回 答 セ ンタ ー数 26 35 52 64 82 92

平 均 設 置台 数の経 年 変 化 をみ る と第9図 の よ うに な る。

第9図 パ ンチ マ シ ン設置 台 数 の平 均 経年 変 化
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